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新会長に永田武全さん

越智・木村。中島S副会長体制に

豊
陵
会
の
新
会
長
に
高
幅

永
田
武
全
（
た
け
は
る
）
さ
ん

が
評
議
員
会
で
選
任
さ
れ
１

月
１
日
付
で
就
任
し
た
。
永

田
さ
ん
は
三
井
住
友
銀
行
副

頭
取
を
経
て
現
・
京
阪
神
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
会
長
。

副
会
長
に
新
た
に
高
幅
木

村
築
次
さ
ん
、
高
璽
中
島
守

さ
ん
が
推
薦
承
認
さ
れ
、
留

任
の
高
唱
越
智
克
司
副
会
長

と
と
も
に
３
人
体
制
に
な
っ

た
。

北
修
爾
会
長
と
小
出
副

会
長
は
３
期
６
年
間
の
任
期

の
中
で
「
会
員
名
簿
２
０
０
８

～
０
９
」
の
発
行
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
な
ど
ｌ
Ｔ
活

用
の
推
進
、
卯
周
年
事
業
の

実
施
な
ど
を
果
た
し
、
「
卯
周

年
の
助
っ
人
」
役
を
務
め
た
加

藤
芳
哉
副
会
長
と
と
も
に
退

任
し
た
。
評
議
員
会
は
「
感
謝

決
議
」
を
行
な
っ
た
。

ま
た
北
会
長
を
支
え
た
佐

瀬
一
男
・
菅
谷
梓
両
財
務
幹

事
、
田
村
会
計
監
事
も
退
任

し
、
新
し
い
財
務
幹
事
に
高

型
の
赤
塚
雄
一
（
会
計
監
事
か

ら
異
動
）
・
萩
原
哲
さ
ん
、
会

計
監
事
に
高
幅
の
滝
川
勲
夫
・

宗
田
（
そ
う
だ
）
京
子
さ
ん
が

就
任
し
た
。
（
Ｐ
５
に
新
年
度

役
員
・
幹
事
・
評
議
員
の
名

前
を
掲
載
）

み
ん
な
が
参
加
す
る
豊
陵
会
に

Ⅱ
会
長
の
就
任
に
あ
た
っ
て
Ⅱ

豊
陵
会
会
長
永
田
武
全

伝
統
と
歴
史
を
誇
る
豊
陵
会
の
会
長
に
ご

推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
光
栄

に
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
同
窓
会
の
目
的
・
使
命
を
、
卒
業
生

同
士
が
交
流
を
深
め
、
親
睦
を
は
か
る
場
を

設
け
る
こ
と
、
お
よ
び
母
校
で
あ
る
豊
中
高
校

会
、
駅
伝
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
明
け
暮
れ
た
高

校
時
代
。
昭
和
詔
年
卒
業
以
来
釦
年
の
節
目

同
期
会
長
の
新
体
制
で
、
引
き
続
き
お
手

伝
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
財
務
な
ど

厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
新
し
い
企
画
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
機
能
を
発
展
さ
せ
、
会
員
相
互
の
情
報

密
度
を
高
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

■
３
副
会
長
の
あ
い
さ
つ

越
智
克
司
（
留
任
・
高

幅
Ⅱ
総
会
、
幹
事
会
、
評

議
員
会
、
総
務
・
ｌ
Ｔ
・

会
報
各
部
会
担
当
）

木
村
柴
次
（
高
幅
Ⅱ
事

務
局
、
資
料
室
、
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
担
当
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
運
動

こ
の
た
び
豊
陵
会

の
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
高
校
巧
期

の
永
田
武
全
で
ご
ざ

い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

の
ま
す
ま
す
の
発
展
の
た
め
に
協
力
・
支
援
す
る
応

援
団
に
な
る
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
豊
陵
会
の
活

動
に
関
心
を
持
ち
、
活
動
に
参
加
し
て
頂
く
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
私

は
新
執
行
部
の
モ
ッ
ト
ー
を
「
開
か
れ
た
豊
陵
会
」

「
参
加
す
る
豊
陵
会
」
と
し
、
皆
さ
ん
に
関
心
を

持
っ
て
頂
く
企
画
、
皆
さ
ん
に
参
加
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
頂
く
活
動
を
今
後
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

豊
陵
会
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
、
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
具
体
的
に
は
総
会
な
ど

の
行
事
へ
の
ご
出
席
や
、
「
豊
陵
会
協
力
金
」
の
振

込
み
等
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

の
年
に
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
の
も
ひ
と
つ
の

縁
と
感
じ
て
い
ま
す
。
明
る
く
楽
し
い
事
務
局
、

世
代
を
超
え
て
集
ま
れ
る
豊
陵
会
を
目
指
し
ま
す
。

微
力
な
が
ら
同
期
の
会
長
の
も
と
役
員
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
豊
陵
会
の
発
展
に
寄
与
し
た
い

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

長
を
仰
せ
つ
か
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。
豊
中
中
学
・
高
校
卯
年
の
伝
統
・
歴
史

を
受
け
継
ぎ
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
す
が
、
財

務
担
当
と
致
し
ま
し
て
豊
陵
会
協
力
金
の
更
な
る

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

中
島
守
（
高
型
Ⅱ
財
務
幹

事
・
会
計
監
事
、
予
算
、
森

川
基
金
担
当
）

こ
の
度
、
豊
陵
会
の
副
会

６
年
間
を
振
り
返
っ
て
北
修
爾
（
高
唱
）

図
ら
ず
も
豊
陵
会
会
長
を
拝
命
し
、
役
員

の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
よ
る
し
き
を
受
け
、
６

年
間
、
携
わ
り
ま
し
た
。
個
人
情
報
保
護
法

の
施
行
後
の
名
簿
発
行
は
、
勇
気
が
要
り
ま

し
た
。
会
則
に
会
員
情
報
の
取
扱
い
方
針
を

新
規
に
明
示
し
、
名
簿
発
行
の
基
盤
を
作
り

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
は
Ｉ
Ｔ
時
代
の
流

れ
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
は
Ｈ
Ｐ
の
活

用
が
同
窓
会
活
動
の
中
核
と
な
る
で
し
よ

』
つ
。

総
会
に
卒
業
お
年
目
の
会
員
を
「
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
お
」
と
し
て
迎
え
る
活
動
が
定
着

し
た
の
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
同
窓
の
紳

が
再
確
認
さ
れ
、
同
期
の
集
ま
り
が
し
易
く

な
っ
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
す
。

中
部
支
部
の
立
ち
上
げ
を
手
伝
っ
た
の
も

い
い
思
い
出
で
す
。

創
立
百
周
年
に
向
け
て
、
益
々
の
発
展
を

祈
る
次
第
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

退
任
の
御
挨
拶
小
出
君
子
（
高
田
）

７
年
間
の
副
会
長
の
任
期
中
で
最
も
印

象
に
残
る
こ
と
は
、
印
年
ぶ
り
の
新
制
服

の
デ
ザ
イ
ン
の
決
定
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
で

す
。
世
界
中
ど
こ
へ
で
も
誇
り
を
持
っ
て
着

て
行
け
る
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
濃
紺
の
ス
ー

ツ
に
、
同
期
の
掛
谷
信
穂
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の

ワ
ッ
ペ
ン
等
を
配
し
て
格
調
高
い
仕
上
り
と

な
っ
た
こ
と
は
何
よ
り
の
喜
び
で
し
た
。

任
期
中
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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し
て
開
か
れ
た
。
朝
か
ら
快
晴
の
こ
の
日
、

国
歌
な
ら
び
に
校
歌
斉
唱
に
始
ま
り
高
橋

克
夫
校
長
の
式
辞
、
北
修
爾
・
創
立
卯
周

年
記
念
事
業
委
員
会
委
員
長
（
豊
陵
会
会

長
）
の
挨
拶
に
続
い
て
各
界
代
表
の
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露
、
記

念
品
目
録
贈
呈
が
あ
り
式
典
を
終
了
。

旧
制
・
大
阪
府
立
豊

ら
卯
周
年
。
そ
の
記
念

育
館
で
全
校
生
徒
は
じ

飯
野
正
子
・
津
田
塾
大
学
学
長
が

記
念
講
演

創
立
卯
周
年
記
念
式
典
皿

ｑ
ｂ
Ｏ
Ⅱ
０
０
二
劃

中
中
学
の
創
立
か
引
き
続
い
て
の
飯
野
正
子
・
津
田

式
典
が
母
校
の
体
塾
大
学
学
長
（
高
脚
）
に
よ
る
記
念
講

め
関
係
者
が
参
列
演
「
次
の
時
代
を
創
造
す
る
皆
さ
ん
へ
」

講演される飯野正子･津田塾大学学長

は
、
私
と
豊
中
高
校
、
そ
し
て
そ
の
後

の
人
生
、
恩
師
と
の
出
会
い
、
先
輩
か

ら
学
び
そ
れ
を
後
輩
に
伝
え
る
、
津
田

塾
と
い
う
女
子
大
学
の
先
駆
者
に
学

び
、
そ
し
て
教
え
て
来
た
こ
と
を
丁
寧

に
か
み
し
め
る
よ
う
に
話
を
さ
れ
た
。

こ
れ
は
会
場
を
埋
め
た
生
徒
だ
け
で
な

く
、
来
賓
と
し
て
来
ら
れ
た
各
界
関
係

者
、
近
隣
中
学
・
高
校
関
係
者
、
教
職

員
、
歴
代
豊
陵
会
会
長
や
卒
業
生
、
そ

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
豊
友
会
関
係
者
等
、
満

席
の
一
人
ひ
と
り
の
心
に
染
み
入
る
も

の
で
あ
っ
た
。

次
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
選
択
の
２
年
生
４
人

に
よ
る
「
音
の
研
究
」
の
記
念
発
表
が

行
わ
れ
、
最
後
に
生
徒
代
表
と
し
て
自

治
会
長
２
年
生
内
藤
美
月
さ
ん
（
現
３

年
生
）
の
喜
び
の
言
葉
で
記
念
行
事
を

終
わ
っ
た
。

月
期
日
母
校
で
開
催

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
加
年

（
１
９
４
５
）
６
月
７
日
、
三
国
航
空
機
材

に
学
徒
勤
労
動
員
中
、
引
率
の
宮
川
馨
先

生
と
中
学
ｍ
回
生
ら
９
名
を
は
じ
め
、
計

旧
名
の
学
徒
が
米
軍
の
爆
撃
機
Ｂ
羽
に
よ

る
空
爆
犠
牲
者
と
な
っ
た
。

豊
陵
会
で
は
母
校
の
創
立
卯
周
年
に
あ

「
憶
念
の
碑
」
記
念
プ
レ
ー
ト
の
除
幕
式

恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
母
校
中
庭
に
設
置

め
た
。こ

れ
に
先
立
ち
、
豊
陵
会
は
昨
年
９
月

旧
日
に
、
心
年
６
月
に
加
回
卒
業
生
に
よ

り
建
立
さ
れ
た
「
憶
念
の
碑
」
に
お
参
り
し

た
の
ち
、
豊
中
市
本
町
の
看
景
寺
で
法
要

を
行
な
い
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
鎮
魂
の

祈
り
を
捧
げ
た
。

た
り
、
戦
時
中
、
多
く
の
恩
師
・
同

窓
生
の
尊
い
命
が
数
多
く
失
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
、
心
よ
り
哀
悼
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
は
る
か
な

る
恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
母
校
中
庭

に
碑
を
建
て
る
こ
と
を
決
め
、
平
成

聖
年
１
月
犯
日
午
前
旧
時
よ
り
そ
の

除
幕
式
を
行
っ
た
。

犠
牲
者
の
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
同

期
生
ら
、
豊
陵
会
か
ら
は
歴
代
の
元

会
長
、
卯
周
年
記
念
事
業
委
員
長
の

北
前
会
長
ら
役
員
、
そ
し
て
豊
中
高

校
高
橋
校
長
他
学
校
関
係
者
が
参
列

し
た
。
こ
の
後
、
学
校
内
の
別
室
で

這
族
を
は
じ
め
、
当
時
を
知
る
同
期

生
ら
か
ら
、
生
々
し
い
惨
状
を
間
き
、

こ
の
碑
文
の
意
味
を
改
め
て
噛
み
し
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|今年の親睦ゴルフコンペ’
I罫圭筈診難く羅譜鍬蕪撫胤

た。今年も会員多数の参加をお待ちします。

▼開催日時平成24年10月4日(木)8時35分スタート

瀞

▼開催場所関西クラシックゴルフ倶楽部

（電話0794-72-1231）

（〒673-1123兵庫県三木市吉川町湯谷567）

▼ｽﾀｰﾄ碇武清水・湯谷・大洞の3コース1番ホールから同時ス

タート

▼プレー費13,600円(キャディ付プレー費、昼食、会食、会食

時ソフトドリンク含む）

▼会費3,000円(賞品代・諸費に充当）

▼組合わせ今回は同窓会コンペとして各期の交流を深める意味

から、各期の参加者をシャッフルして組合せを決め

たいと思います。特にご希望がある場合は事前に各

期の代表者の方から意向を事務局まで連絡下さい。

【
星

こ
の
日
も
Ⅷ
時
開
催
、
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
空
」
に
該
当
の
玉
期
生

の
集
ま
り
も
よ
く
、
出
席
者
は
２
５
９
名
。
母
校
の
創
立
卯
周
年
を

迎
え
こ
の
日
の
ゲ
ス
ト
、
豊
中
高
校
高
橋
克
夫
校
長
が
「
豊
中
高
校
が

め
ざ
す
も
の
～
創
立
百
周
年
に
向
か
っ
て
～
と
題
し
母
校
の
今
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
を
ス
ラ
イ
ド
等
を
駆
使
し
て
話
を
さ
れ
た
。
（
写
真
）

５
月
配
日
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
で

鴎
年
度
の
豊
陵
会
総
会
開
催

総
副

今年の豊陵会総

5月27日(日

は

「ホームカミング25｣該当期は高

校39期の皆さんです。会場は例年

どおり豊中駅前のホテルアイボリー

です。今年のゲストは34期卒業橋

本エミさんをリーダーとした｢なに

わブラック・ペッパーズ｣。同期の

加藤真理子さんもメンバーです。

また当日のイベントの中でも恒

例の｢寄贈品のオークション・販売

等｣は大きな楽しみの一つです。会

員皆様のご協力をお待ちしており

ます。総会の詳しい内容は24頁の

｢豊陵会総会のご案内｣をご覧くだ

さい。

、小出君子さんが優勝

1万5千円を寄付

10月6日・花屋敷ゴルフ倶楽部｢ひろ

のコース｣で81名(男性68名･女性13名）

が参加。男性の優勝は高7松田郭さん、

ベスグロは7期の望月靖允さん。女性は

高13小出君子さんが優勝とベスグロの

ダブル受賞となった。

第10回記念大会ということで多方面か

は大いに楽しんでいただけた。当日の剰

『■1，1hE－］

A

ら多くの賞品寄付があり、参加者には大いに楽しんでいただけた。

余金11万5千円が豊陵会に寄付された。

２
月
訓
日
午
後
６
時
釦
分
か
ら
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ

リ
ー
で
、
平
成
群
年
度
第
１
回
幹
事
会
・
評
議
員

会
が
氾
人
出
席
の
も
と
開
か
れ
た
。

永
田
新
会
長
は
開
会
の
挨
拶
の
中
で
「
開
か
れ

た
会
に
し
て
い
く
た
め
情
報
開
示
を
徹
底
し
た

い
」
「
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
役
員
全
員
で
行
事
に

取
り
組
む
こ
と
や
事
務
局
の
充
実
」
を
あ
げ
、
会

員
の
協
力
に
も
強
い
協
力
を
お
願
い
す
る
、
抱
負

を
語
っ
た
。

来
賓
の
高
橋
校
長
か
ら
「
進
学
指
導
特
色
校
」
に

な
っ
た
母
校
の
現
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

議
案
で
は
２
０
１
１
年
の
豊
陵
会
活
動
、
決
算
、

会
計
監
査
報
告
と
本
年
の
活
動
計
画
案
、
予
算
案
、

卯
周
年
記
念
事
業
の
決
算
と
監
査
報
告
が
審
議
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
新
任
幹
事
・

評
議
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

報
告
事
項
と
し
て
総
会
は
５
月
羽
日
（
旦
皿
時

く
こ
と
に
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
月
Ｍ
日
に
行
う
。

ク
シ
ョ
ン
は
ナ
ニ
ワ
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
ズ
を
招

か
ら
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
で
開
く
こ
と
。
ア
ト
ラ

幹
事
会
。
評
議
員
会
開
く

鰯
あ
と
各
部
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
各
部
会
と

も
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
の
充
実
を
願
っ
て
い
る
。

▽
会
報
Ⅱ
年
一
回
に
な
っ
た
こ
と

▽
資
料
室
Ⅱ
２
期
の
メ
ン
バ
ー
が
尽
力
し
て
い
る

こ
と

▽
Ｉ
Ｔ
Ⅱ
資
料
室
の
Ｉ
Ｔ
化
と
会
報
と
の
連
携

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
水

平
成
羽
年
度
第
２
回
幹
事
会
・
評
議
員
会
が
、

ｕ
月
肥
日
、
砺
人
が
出
席
し
て
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ

リ
ー
で
開
か
れ
た
。

北
会
長
か
ら
創
立
卯
周
年
記
念
式
典
と
憶
念

の
法
要
を
無
事
終
了
し
た
こ
と
な
ど
の
挨
拶
が
あ

り
、
高
橋
校
長
よ
り
母
校
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
す
活
動
の
現
状
の
説
明
が
あ
っ
た
。
識
題
で
は

創
立
卯
周
年
事
業
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
等
の
報
告
が

さ
れ
、
型
年
は
５
月
幻
日
に
総
会
を
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

■田中靖郎さん(中23回)11年12月日本学士院会員に選任され

る東大名誉教授X線天文学の権威

■宍戸元さん(高3期)11年11月瑞宝双光章を叙勲される兵

庫県警嘱託医関係解剖医

■古川輿四郎さん(高16期ダイハツディーゼル社長)11年6月29

日同社代表取締役会長に就任

■藤村修さん(高20期)11年9月内閣官房長官就任広島大

学工学部経営工学科卒業後、1993年日本新党から衆識院初当選

教育行政に詳しく外務副大臣、厚生労働副大臣等を歴任、大

阪第7区(吹田市、摂津市)選出当選6回

■片山雅文さん(高30期)11年6月22日産経新間社取締役大阪

編集局長兼大阪代表補佐に就任。
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新役員一覧（平成24年4月1日現在）

会長永田武全(高15期）

副会長越智克司(高15期）

木村梁次(高15期）

中島守(高22期）

財務幹事赤塚雄一(高22期）

萩原哲(高22期）

会計監事滝川勲夫(高15期）

宗田京子(高15期）

幹事斉藤省三(高2期）

妹尾景行(高3期）

辻彰(高3期）

松岡清忠(高4期）

友国泰治(高5期）

上神英二郎(高6期）

多河正和(高7期）

神保雅明(高8期）

大久保孝(高9期）

堀田芳男(高9期）

長谷川能民(高10期）

内田昌文(高11期）

岡本重伸(高11期）

有田進(高12期）

川上寛(高13期）

笠谷勝美(高13期）

堀内肇(高14期）

丸山幸夫(高15期）

村瀬一郎(高15期）

梶山四郎(高16期）

高坂敬三(高16期）

須賀寅充(高16期）

中田八朗(高16期）

正岡哲(高16期）

西津信善(高16期）

松村宗順(高17期）

石川国義(高18期）

佐野紀夫(高18期）

転法輪真理(高18期）

岡嶋豊(高19期）

野原嗣久(高19期）

三井豊則(高19期）

渡辺寿一(高19期）

高田裕文(高20期）

矢津マリ(高20期）

牧野隆(高21期）

河田－裕(高23期）

熊漂一郎(高23期）

永井宏明(高23期）

中野隆子(高26期）

加藤芳哉(高29期）

神戸裕子(高29期）

永井裕(高30期）

橋田浩(高32期）

亀井圭子(高37期）

評議員

矢野市之助(中8回）

薦田巌男(中10回）

徳永順次(中14回）

越田泰生(中16回）

高橋賢太郎(中17回）

景山幸蒲(中18回）

松浦茂(中19回）

佐藤雄直(中20回）

高野宏樹(中20回）

豊田俊一(中21回）

湯浅一也(中21回）

飯罵宏(中23回）

瀬尻昌利(中23回）

浅井由彦(高2期）

政木武(高2期）

川島保春(高3期）

小野寅(高4期）

適Z前由志一(高4期）

安達明(高5期）

前川畷(高5期）

八幡弘道(高6期）

山埜ゆみ子(高6期）

岸谷由紀子(高6期）

石橋美紀(高7期）

宮川正子(高7期）

三浦勝子(高7期）

成田研一(高8期）

牧雄彦(高8期）

東敦子(高8期）

石田美代子(高8期）

水谷忠昭(高9期）

仁賀俊雄(高10期）

上田三千乃(高10期）

久保文子(高10期）

猪谷正臣(高11期）

平井昭(高11期）

植田元則(高12期）

菅谷梓(高13期）

岩武寓子(高13期）

小出君子(高13期）

浦功(高14期）

中野英機(高14期）

中村明比古(高14期）

森里信生(高14期）

依田昌彦(高14期）

井上博子(高14期）

足達統彦(高15期）

高須元洋(高15期）

中村信(高15期）

仲田祐司(高15期）

渡遷元(高15期）

永野豊子(高15期）

中出幸子(高15期）
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介
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沙
史
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美
樹
里
平
代
哉
穂
夢
奈

信
沙
里
勇
芳
澄
将
友
乃
成
早
良
奈
光
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真
咲
紗
大
千
世
謙
未
太
理
剛
理
啓
瑛
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美
訓
朋
文
志
大
加
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美
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木

永
西
田
野
多
一
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井
宮
原
島
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居
谷
田
下
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島
本
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野
期
堂
原
田
々
橋
原
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口
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谷
村
田
ロ
岸

冨
尾
岸
石
喜
祖
吉
石
泉
柏
中
上
新
黒
姫
山
川
小
松
田
美
同
石
松
奥
星
佐
石
東
上
松
阪
水
隅
上
成
井
山

▽部会長

総務部会長

会報部会長

会報副部会長

資料室部会長

資料室副部会長

IT推進部会長

IT推進副部会長

▽事務局

事務局長

事務局員

１

１
１
１

郵
鋤
鋤
鋤
蝿
郵
輔

１
８
３
２
１
１
１

高
高
高
高
高
高
高

Ｉ
く
く
く
く

郎
明
行
三
寛
夫
一

一
雅
景
省
幸
寿

瀬
保
尾
藤
上
山
辺

村
神
妹
斉
川
丸
渡

中尾寛次(高13期）

高岡浩子(高13期）

野村佳乃子(高19期）

江連郁子(高32期）

菅祐子(高32期）
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’’豊陵会2011年の決算
らえれば母校にも今以上の協力ができる｣と言われ、あとひと息で1千万

円に迫ったときの迫力はない。

一方では､名簿特別会計と同90周年事業の終了にともなう階別会計」

積立が1500万円を超えて｢毎年の家計は苦しいが、将来に備えた資本

金は増えつつある｣という面で豊陵会の財政が拡大・安定してきたとも

言える。「資産規模｣でみると3千万円に近づいていることは大きい。

願わくは、会員の皆さんがこの｢面倒な数字｣をご覧くださって、「本

来もっと支出しなければならない支出が動かなかったので、数字上は黒

字決算。台所事情をご理解のうえ今後ともよろしく!｣と言うのが、豊陵

会報編集部の｢財政解説｣である。(G)

年々弱る｢協力金」収支上は繰越金出たが…
豊陵会報2011年の決算(下の表)は予算の切り詰めで次期への｢繰越

金｣を残したが、どの角度から見るかによって評価が変る内容になった。

事務局費はじめ諸活動予算を大幅に切り詰め、「入るを量って出るを

制する｣が奏功し、数字上はひと安心である。これには事務局を中心に

した各組織の大きな努力があった。会報の年1回発行への変更、東京・

中部両支部への助成金削減など、これまで言われながら実現しなかった

｢大なた｣が振るわれたことが大きい。

ここ数年言われ続けてきたことだが、これまで収入の大半を占めてき

た｢豊陵会協力金｣の収入が年々弱り続け500万円台に低迷しており、か

つて｢目標、年間1000万円。3年に1度でいいから全会員が協力しても

収支計算盛収支計算書

目平成23年12月28日至平成23年12月31日

碧跨会配念覇業特別会計

自平成23年1月1日至平成23年12月31日

磐跨会一般会計 単位：円単位：円

貸借対照表

平成23年12月31日現在

讐睦会記念願業特別会計 単位：円

貸借対照表

平成23年12月31日現在

哩跨会一般会計 単位：円

豊陵会報VOL.936

収入の部

寄付金収入

名簿特別会計振替

90周年特別会計振替

受取利息

一
計

0

7,689‘218

7.795.530

0

15.484.748

支出の部

記念願業費

通僧費

振込手数料

契約■収入印紙

雑 賢

収支差額

計

０
０
０
０
０

15‘484,748

15.484‘748

収入の部

前期繰越収支差額

豊陵会協力金(郵貯）

豊陵会協力金(引詞

豊陵会協力金(銀行）

輿陵会協力金(現金）

在校生同窓会費

寄付金

会報広告収入

総会チケット売上

聡会ｵー ｼｮﾝ等売上

利息収入

雑収入

計

決算

599.414

060‘620

159‘000

584‘450

369‘500

889,224

403.306

467,500

110.000

478.900

20.668

26.940

■

９

４
２
Ⅶ

11，169‘522

予算

599，414

3.910,000

900．000

50,000

200.000

2,800,000

450.000

440,000

1,000,000

350.000

20.000

30.000

10.749.414

支出の部

豊陵会報発行饗

総会開催費

学校行事支援金

卒業記念品贈呈費

豊陵会報部会

豊陵資料室

IT推進部会

東京支部補助金

中部支部補助金

事務局費

諸会議賢

事務機器使用料

事務用品備品購入代

事務局光熱費

電信電話料

通信劉

鯉弔費

協力金引落初期費用

協力金等払込手数料

協力金引落手数料

振込手数料

雑費

運営準踊金繰入

積立金繰入

次期繰越収支差顔

計

決算

2.892.765

970‘374

530‘000

237.510

118．665

300,000

0

150.000

100.000

1，037．168

915.438

293.004

299.496

95.505

119’960

90,758

0

250035

1200700

12‘822

25･880

18.408

1,000.000

1‘019．212

796.822

11.169.522

予算
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10‘749,414

賢屋の部

現 金

郵便振替

普通預金

ゆうちよ

率
井

一
一
一
一
一
一

京

銀行

UF」

住友

／
計

０
０
０

15.484.748

15.484.748

負債及び正味財産の部

負便の部

未払費用一般会計

小計

正味財産の部

前期繰越収支差額

当期収支差額

小計

計

0

0

0

15,484.748

15.484.748

ﾗ.484.748

責 産の部

現金

郵便振替ゆうちよ銀行

郵便撮菅名薄特別口座

郵便振替90周年特別口座

普通預金三井住友銀行

普通預金摂津水都値金

普通預金関西アーハ・ン銀行

普通預金関西アーハ．ン銀行

仮払金豊陵会報部会

仮払金豊陵責料室

仮払金IT推進部会

仮払金記念事業特別会計

定期預金関西アーハ･ン銀行

定期預金三井住友銀行

合計

61.595

12‘060

1‘380

4.880

516‘907

3,000.000

0

0

0

0

200，000

0

3‘019.212

9.000.000

15.816.034

負債及び正味財産の部

負債の部

未払費用

前受金

＝／／
小計

正味財産の部

運営準備金

頓立金

前期繰越収支差額

当期収支差額

小計

合針

０
０

0

3．000，000

12.019.212

599.414

197.408

15．816，034

15.816.034



豊陵会 2012年の予算

重点活動、重点支出を鮮明に
2012年の豊陵会予算が2月24日の評議員会で承認された。豊陵会

の予算年度は1月1日～12月末まで。役員の任期もこれに合わせてい

るため新執行部の色合いはまだ明確には出ていない。しかし誰が豊陵

会の舵取りをしようとも限られた財源の中では思い切った施策を出せず

縮小均衡でゆかざるを得ない。

今年も重点活動に重点支出の基本は変らない。

収入予算は前年度決算よりも減っている。「豊陵会協力金｣の収入が

強く見込めないからだ。これが豊陵会活動のすべてを左右している。5

～6年前では｢減った、減った｣と言われながらも800万円規模の協力金

予算であった。母校が睦学指定特色樹｢SSHJなどで活躍している大事

な時に母校を支援する基礎がぐらついてきた。

永田会長は｢みんなが参加したくなるような同窓会活動｣を通じて｢参

加｣｢協力金の増収｣を呼びかけている。この豊陵会報の郵送部数2万1

千部、つまり約2万会員の15パーセントの協力金収入があれば年間

900万円の収入となって財政面でよほどの健全運営となる。豊高よりも

少し先輩校の2011年6月決算では｢同窓会費｣振込率は14．6％、同予

算は4千人の払込み計画である。豊陵会に当てはめるとまさに900万円
以上である。

「協力金増収に力点を｣という機運が高まってきた。若手会員へ豊陵会

への関心を高めること、これまで協力金が多かった高5～13期をピー

クにした卒業期の高齢化に代わる後進が伸び悩んでいることなど、執行

部を中心に会の活性化、増収へのセット取り組みが目前の課題である。

2012年度新体制の下で｢想定外の好決算｣になることを夢見てお互いに

協力してゆきたい。

収支予算書

自平成24年1月1日至平成24年12月31日

豊跨会一般会計 単位：円

■創立90周年記念事業が終りました
母校の90周年記念事業協賛の募金活動には多くの皆さまからのご協力をいただき、本当に有難うございました。

ここに「記念事業特別会計」の決算報告とともに前号までに掲載できなかった寄付者のお名前を掲載して（8ページ）事業の締めくくり
とします。なお特別会計の収支計算書は2月24日の評議員会で承認を得たもので剰余金（｢収支差額｣）7,795,530円は既存の「豊陵

会記念事業特別会計」に移され、同会計の積立金合計15.484,748円は百周年記念事業（詳細計画はこれから）の基本となります。

収 支計算書貸借対照表

目平成21年11月11日至平成23年1Z月27日

豊跨会90周年記念事業特別会計単位：円

平成23年12月31日現在

響跨会90周年記念事業特別会計 単位：円
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収入の部

前期縁越収支差額

豊陵会協力金(郵便局）

豊陵会協力金（引落）

豊陵会協力金（銀行）

盟陵会協力金（現金）

在校生同窓会貴

寄付金（郵便局）

寄付金〈銀行）

寄付金（現金）

会報広告収入

総会チケット売上

総会オークション等売上

利息収入

雑収入

計

予算

796．822

4，000，000

300，000

50，000

200.000

2,800.000

0

30.000

370‘000

560.000

1‘000．000

350.000

30‘000

20.000

10.506822

支出の部

竪陵会報発行賓

総会間他黄

学校行事支援金

卒業配念品畑呈費

新入生・卒業生のしおり

豊陵会報部会

豊陵資料室

IT推進部会

東京支部補助金

中部支部補助金

事務局費

諸会臓賢

事務機器使用料

事務用品備品賜入代

事務局光熱費

電信電話料

通侭費

協力金引落初期費用

鯉 弔鈎

協力金等払込手数料

協力金引落手数料

振込手数料

錐黄

次期繰越収支差額

計

予算
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０
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０
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４
２
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２
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10.506.822

収入の部

寄付金収入

惚念法要寄付金

豊陵育英会振替

受取利息

計

14,905.795

115．000

878，118

1.025

15‘899.938

支出の部

正門廻り改修費

ﾋﾏﾗﾔｽｷ゙ ﾓﾆｭﾒﾝﾄｴ事

ﾋﾏﾗﾔｽｷ゙プレートﾃ゙ｻ゙ｲﾝ料

引渡式式典経費

記念式典記念品

配念式典軽費

憧念法要経費

憧念モニュメント工事

通 信費

振込手数料

契約書収入印紙

雑 費

収支差額

計

6.667.500

420,000

10．670

49．140

83.738

16,050

166,040

462,000

240

213.830

10｡000

5.200

7.795.530

15.899.938

資産の部

現
郵

金

ゆうちよ銀行

三菱東京UF」

三井住友

計

０
０
０

7.795.530

7.795‘530

負傭及び正味財産の部

負債の部

未払澱用一般会計

小計

正味財産の部

収支差額

小計

計

0

0

7,795,530

7,795,530

75795.530



高畑秀逝

【高39期】
大山正治

田中俊明

中井修

松浦義電

理田裕司

山本知世

高根(井上)亜紀

贋瀬(松下)千枝

【高40期】
戸林佑辻)佳子
高田努

大岡〈和田)知子

錦野(海卿麻子
山田元伸

木山敏忠

【高41期】
中村供園翌里砂

西田俣村)直子

古河聡

田内美由紀

福丸智之

【周42期】
村部(鹿馬)純子
香間光宙

中井(護笛)友香理
渡辺ゆう子

洞水(坪田)純枝

吉本UII罰)E回子

中風(士国)尚子
中岡健太郎

小林知博

【高43期】

林(澗永)面子

大川(小川)あゆみ

随波敏次

【高44期】
児玉健太郎

田島画宏

田中(稲田)興乳庁

近藤(小松)桐子

【高45期】
北之坊晋次

秋山武捻

下村(佐古)渦英子

松井香久子

I高46期】
河野浩資朗

中園典浩

岡本亮

土井(芝)知志

【高47期】
山田亨

下山佳久

【高48期】
中村(福本)圃太
神田(越智)田子

山本修平

【高49期）
中川智広

【高51期I
小泉(三村)紀子

【高52期】
森本(大演)美帆

【高53期】
米源弘之

木村理実

【高54期】

笈辺(興住)紗知子
寛美幸

鳳丸(中川）彩

糸山患

谷寄真紀

中井真樹

【高55期】

須藤渉一

中田麻美子

平野有加

【高56期】
荒川正大

生垣幹裕

【高57期】
北野慎二

坊中浩平

【高58期】
赤淳秀之

【高59期】
太田研

百瀬寅章

【高61期】
浜田菜秘子

加厘大志

山岡寅志

坂教加

【高62期I
矢原運也

栖本千愛

植村太一

潤水梓

足立友紀子

山本有樹

【高63期】
谷口直測夢

野間、矢

才川優花

田中祥平

岩川拓未

岸本一晃

渡辺慶太

桐山萌

岩井函太

親泊粟智

■創立90周年記念募金

御協力ありがとうございました

お名前を掲賊し、お礼申し上げます
(平成22年10月1日～平成24年2月29日までに

いただいた方を掲城いたしました）

平成24年2月29日現在の募金額は、

14.920.435円です。

【旧職員】
岡崎博哉

中原晃碓

堀辺塵一

生駒崇画

四之宮函)博子

今安運也

縄田節子

涌谷正美

能智惑二

弓庭宮和子

【中5回】
中村正徹

【中6回】
田附弘

【中12回】
吉岡平太郎

【中13回】
奥田宏

【中14回】
鷲埜和夫

【中15回】
岩井正

【中16回｝
鳥井過夫

小林啓次郎

吉本踊彦

北之防敏弘
靭崎直佑

藤岡壮太郎

演野(田中)保

【中17回】
小竹武

松田寓治

折田勇作

高檎賢太郎

富田利和

横尾英二

戸海(/宏之)弘行

削田塵次郎

山本勘一郎

【中18回】
木谷繁夫

屡本偶柳)光博
嬉野(/田夫)元伸

矢島治明

【中19回I
中西三郎

原田直郎

先山賢

栗山仙之助

藤木正三

野海(商柵)亨

【中20回】
西井畏武

桐山脚彦

寺村栄三

岩佐幸男

網濁敏之

斉藤捨治郎

大中仰和

市村(土肥)正凧

【中21回】
山口周吾

木下喜一郎

大谷勇三郎

北村仁郎

【中22回】
澗川安弘

岩寄茂夫

中西願一郎

山庄司正弘

木村昭

上野昇

西村卓一郎

【中23回･局1期l
酒井和蔵

土田啓久

函馬宏

川日康生

粟根功雄

米谷睦

【中24回･高2期I
永田幹人

枝原昭次

高概利夫

池田武

新庄徳威

斉藤省三

岸本忠男

安租稜夫

新庄徳蔵

大禍一滴

旧3期･中25回】
久保田個口)蚤子

川簡速男

中平(渋谷)玲子

吉村(小山)実

峨家下朝子

若林侶二

木梨子勝

測11(白石)ﾛ理子

前田和夫

小林道孝

尾池良行

船橋岐治

平通宏行

三国利雄

贋井蓉二

奥野明碓

口羽昭

上田英之助

【高4期･併中】
早野雄一

水上利夫

橋詰願三

片山興倍

寺谷務

鹿瀬慶二

尾形光縫

古林正久

足立(田辺)美子

寺岡(中井)恵葵子
道之前由志一

三原(伊丹)恩智子

岡本(古賀)鯛

、山(川勝)八江
佐竹高明

福谷好次

野田悦生

岡恒夫

岡田腫上)篭子

神畑(上田)治子

【高5期1
稲野既

牧野峻三

正田武弘

山本(中島)幹恵
貞贋トミ子

高田圭三

中村贋志

友国泰治

中塚善久

長尾(津田)英子

上田(石倉)美恵子
範田実

田村滞

松尾宏太郎

井町恒礎

【高6期】
囲野照子

小田隆昭

畑明

直井襲明

早崎噸一

西村殴男

西村(伊画節子
松木偶櫛)由紀子

北方軍夫

木村(明石)正子

東垣英男

高尾良昭

山田飼三

安窟巌

高田直窟

山田智

小室城

山田芳弘

【同7期】
草井由博

黒川(岩井)鰻子

紀晶子

佐々木(加醸）
ハルミ

平野次磁

檀子田(山本)廷子

福原(斉醸)勲
西山器

望月鋼允

本田(高井)明子

栗岡完閉

山□(越田)美子

佐竹正彬

松野文夫

西山浩

若林(赤井)紀子
那須収

石田(八間)剛子

多河正和

森井正次

中井梅磁

久保内(奴)異翻子

林(山本)淑子
大輪蛸宏

山本仰久

加古勝

井野忠個

武井俊平

【高8期】
浦上民男

刀禰裕鮭

松本題樹

玉木(今回和子

田中(奥田)勲子
君浪宏

金山英子

寺海孝夫

宮多克

新宮晋

田中棄嘘

河野(平井)和子
中野裕

榎谷寅男

奥山巨樹

井上(楠山)奥利子

■以下の皆様より12月8

日付けで自動振替納入

制度(かつ・かいしゅ

う)で協力金をいただ

きました

【中20回】
佐畷雄直

【高3期】
鈴木不二男

妹尾愚行

【高5期】
友国泰治

【高6期】
上神英二郎

八幡弘道

11陣信武)ゆみ子

岸谷(村井)由紀子

【高7期】
中村允人

牧野寿

盟月蛎允

立川(川笛)宏子

【高8期】
後藤軍雄

石田(村中)英代子

I高10期】
上村彰洋

商島義衛

、田訓生

牧瞳彦

展瀬正典

高田嵯彦

山崎(安田)秀子
西原浩

西原正

【高9期】

関本(寺田)朋子
櫓井(武田)且子

阿副丹生)多花子
瀬恒心吉

小西(森下)鴇子

水谷(小田)鼠夫子

辻閑二

野口卓夫

野々井(田口)勝子
田中一行

近久敦彦

中野(佐厘)良子
加納邦郎

河村時孝

八幡和通

槙畠啓太郎

内野輝夫

碓氷隅一郎

【高10期I
十河元生

森山(尾崎)昌子
尾形理一

阪良二

日吉(域戸)栄子

片山興知子

矢追(増田)更代子

璽本孝三

翻寸唖)男佐子

久保(岡田)文子

m井(大谷)典子
篠田純男

古用(用中)園子

谷野桂子

松尾隆祐

稲垣(原)千代子

原田昭雄

鍵本孝三

君浪進

吉田悟

岩田器

福本興憲

【高11期】
堀内邦祐

家門正

中野寛成

田中困郎

渡辺洋三

捌戸(田口)紀子

野田宏

西台宏

高岡m野)教子
頁鍋惇

賀元(西沢)澄子
吉川英一

宮野正仁

松本(小里)和

渡辺修一郎

前田恒迩

I高12期l
川島正雄

谷垣由美子

【高13期】
北修爾

佐瀬一男

菅谷(／寿男)梓

松本洋

小出君子

【高15期】
越智克司

鈴木莞爾

I高17期】
伊東成芳

【高18期1
南飼良之

函榊余)口理
【高19期】
山西洋一

【高21期】

梅名錠昭

小島(岡箇)公助

辻敏男

平井昭

阪口育平

【高12期】
麻殖生健治

越智常鮭

豊岡実

谷本(菊池)男子

野田(濁村)千晶

窪内(菊池)W汗

野口恭弘

浅井明雄

辻本和司

阿賀敏雄

上崎良明

松原彰嵯

川村明夫

寺西(梶山)筋子

本田隆

紅山(上田)侭子

相馬弘明

炭山(山田)英知子

小野行俊

【高13期】
河村洋

木多登美子

奥井元生

村上伸－

石井雅柳

名田(鈴木)軍子
飯田恒雄

松本欣子

英(榎原)さよ子
藤谷昌也

大概孝夫

中川正昭

勝田保子

因敏瞳

山中(太田)昌子

菅谷(／寿男)梓
奥田恭規

長坂康正

各務正俊

数土(安本)治子

【高14期】
森崎弘士

上田(戸江)房子
中野正士

通尾(村上)綱子

鈴木(杉本)啓子
和田洋巳

植田陸

奥田隆夫

堀口尚夫

函野(松村)正子

林(宇野)敬子

商木正彬

阿山城

浦功

赤尾正俊

安田修

【高15期】
畠中滅二郎

高井康全

岡本錠昭

北秀司

宗田(広国)京子

小西廟一

笹川公徳

鈴木政大郎

田村守

中村梱方

細見孝治

松本俊二

三井正則

盛口正昭

吉田孝

若田邦男

洞水(酒井)恩英子
圃取侭田)みどり
吉田優子

【高22期】
赤塚雄一

上原茂

中島守

【高26期】
塩箇兼市

【周28期】
明里－孝

【高29期】
加醸芳哉

I高33期】
野田浩司

【高39期I
武田雄紀

ロ寄付をいただきました

☆旧園員河村繁1万円

☆高6期小西淳次1万円

☆高13期小出君子1万円

☆高11期総会寄付金5千円

☆高33期「燦燦会」10万円

10月9日に開催した高校33期生卒業記念パーティの収益か

らの一部を寄付します。

☆幹串会ドネイシヨン(23年4月8日分）2万7千円

☆総会反省会ドネィション（23年6月4日分）2万3千円

自動振替納入制度(かつ・かいしゅう）

昨年度より郵便局での協力金の郵便振替納入制度に加えまして、金融機関

の預金口座からの自動振替納入制度(かつ・かいしゅう)を開始いたしており

ます。一度ご登録頂きますと郵便局に出向いていただくお手間も省けますの

で、是非ともご利用いただきますようお願い申し上げます。昨年度は12月8

日に上配の方々より自動振替納入制度(かつ・かいしゆう)による、理陵会協

力金のご入金がございました。この場をお借りしましてお礼申し上げます。

なお、領収画は発行しておりませんので、ご了承ください。

新たに自動振替納入制度(かつ・かいしゅう)ご利用をお願いできます方は、

聖睦会頭務局までお申し付け下さい。（念06-6849-4973）

尾崎敏紘

永田武全

内田興吾

木村栗次

定森悠

仲田祐司

宮川勝彦

保罰康博

岡本昂

佐藤定昭

【高16期】

中田八朗

吉武一宏

倉田秀昭

山筒(原)迦子

野村城
吉川属一

正岡哲

松田宏

山本弘志

塾如喜代志

鈴木(小松)和子

畑中昌三

中田智

【高17期】
洞水哩

森(花田)チヅ子

上野鞘一

宮地一明

西野俊一

代谷(西野)隙治
堀哲郎

堀(村上)弘子

末贋(井漕)久美
松村宗願

石井(大久保)幸子

小林良三

塩川切願

寺林史朗

千田智之

森圏三郎

測野瞳一郎

IB18期】
煽法儲(神余)貝理

吉野隆夫

小椋稀有丸

松岡(岡田)優子

吉田(薗田)ちずる
山川英彦

金笠正明

竹中(中塚)良子

八尾克弘

辻哩治

若林純

足立題

近藤洋

【高19期】
竹田良樹

東隆夫

下練個瞳

新井忠雄

川端(畑)章子
関沢愛

土方隆志

山内(高宮)悦子
早川克巳

小111(竹原)みや子

関沢愛

【高20期】
深津泰秀

政岡久泰

池畑孝次郎

漆松(矢堀知子

高見淘一裕

守口建治

中野隆史

榎井章三

真闘俊朗

中村裕司

東浦康友

酒井宮和

【高21期】
吉田優子

大村久美子

中村(三宅)雅子

赤根(辛島)願子

平田(源田)明男

伊庭(田野)文江

伊麗(森)干貿子

宮田(山本)興子

加藤(伊藤)マリ

洞水(酒井)恩美子

I高22期】
久後隆司

山尾美佐鮭

荒川(浅野)恵子
榎原徳行

小倉(羽田)照代
笠井成志

戸部(力石)知子

｣野(間本)千佳子

【高23期】
柴田尚

竹内純子

【高24期I
藤本尚延

舟本仁－

坪井宏之

I高25期I
渡辺一樹

出印(田辺)真美子
大田幸三

永田昌敬

加繍旧比野)旬子

厳田(沢田)淑子

【高26期】
槙井(吾方)菓子
岡田好史

池辺健

池辺(堀部)恭子

I高27期】

芝軒佃村)圭以子
涜星彦

横田徹

圏田(佐同刷圃恩

平子(元岡)弓子

中村佐知大

稲葉(越水)伴江

楓本(松林)かほる

中村登

松尾臓司

【高28期】
高楓忍

橿原洞和

野中袈仰
池田美智子

伊藤弘宮

森本寿夫

佐伯洞

【高29期】
宮多秀樹

友金(兵頭)利枝
杉本英之

関潤也

画田昌朋

戸田勝之

中芝孝純

久保(世戸／

かおり)佳多里

【高30期I
土井田(油智景異

五十川和洋

小川達司

浅川面子

竹村侭永)浩子

谷田興一

潔井英明

辻埜茂樹

片山雅文

高畑智用

香西孝純

直原庚明

小印(高)淳子

【商31期】

洞浩冨

安岡(片野)由美
玉城祥啓

榎原則之

八木(玉井)美佳

福島康裕

【高32期】
西川党

守屋(佐野)溝子

北条(薩田)尚子
今村進吾

伊厘(阪口)基子

矢野伸一

戸川正之

宗世津夫

野原信村)受画子

【高33期】
芳賀由田子

上田哲也

艮岡(中井)由起
安部淳

徳田光章

若林治郎

木下啓蔵

木下(大原)有子
福本桂太

【高34期】
木村公直

阪本竜夫

中村洋

杉林(栗山)智子

竹内幸絵

【高35期】
山本鮪志

山本朝子

安運ゆかり

三谷千秋

田中徳子

仲井国彦

内野恵美

【高36期】
西川啓子

岩間泰昌

祝製昭

土井剛

平石(小松)田子

西野晃

後扉行

【高37期】
古田郁子

安東優

曽和昭文

111田(翻見)美種

横山葵由紀

中概美穆

藤川和彦

【高38期】
米田昌哉

古谷和久

白木裕子

山本(坂本)賀代

川崎健一

日永(藤励佳子

奥村真介

堀戸英樹

常松祐之

中山正春

早川(今村)葵苗

金野(岩井)千春
大阿瑞稗

長妻(兼武)令子

涜鐙(古園裕美

商畑秀道

松井粟憲

野崎大地

長永(/日二)日治

【高39期】
石原(酒井)悦子

豊田裕司

【高40期】
岸岡義裕

柳田学

山田元伸

【高41期I
古河聡

福丸智之

【高42期】
中岡健太郎

工藤恭子

I高43期】
堀(石井)須美子

【周“期】
4山(1画みゆき

田島軍宏

住友理浩

【高45期I
小野一行

【高46期】
土井(芝)知志

岡本亮

中園典浩

【高47期】
下山佳久

【高48期】
山本修平

【高51期】
前田高志

【高54期】
後歴智久

福田賊一郎

谷寄頁紀

【高55期】

伊醗綬乃

1局56期】
生垣幹裕

【高57期】
坊中浩平

【扇59期】

鋒本(谷田)隆仰

I高61期】
千原拓馬

小寺広晃

【高62期】
渡遡裕太

前田惰亮

金城力

植村太一

矢原達也

澗水梓

足立友紀子

【扇63期】
岩川拓未

渡辺展太

桐山萌

憶念の法要によせて
☆中20回桐山輝彦10万円

☆中20回併砺雄面5千円

☆中20回志方貞夫5千円

☆中20回松浦孝正5千円

☆中20回柵井昭夫5千円

☆中21回高山和也5千円

☆高6期小西淳次5千円

☆高6期市川(奥田)柳子1万円

☆恋橿克夫校長・岡田憲玄教頭・海田節子事務長1万円

創立90周年配念式典によせて
☆高6期小西淳次1万円

☆高7期中井梅縫1万円

☆高7期望月鋼允1万円

☆高10期宇野和孝1万円

☆有志8千円

惚念の配念碑プレート除幕式によせて
☆中20回桐山抑彦30万円

☆高7期望月鋼允1万円

創立100周年にむけて
☆高33期有志一同5万円

「且中高校と皿陵会の益々の発展を祈念しております」
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■協力金をいただきました
お名前を掲載し、お礼申し上げ

ます。

(平成23年3月1日～12月31日までに

ご協力いただいた方を記賊いたしました）

松浦孝正

横町宵

池田幹瞳

岩佐幸男

渡部宏介

今子邦男

桐山輝彦

西井長武

綱潅敏之

斉藤捨治郎

大中仰和

吉村週

市村(土肥)正凧

【中21回l
前田米典

大谷勇三郎

安部雅夫

紀乃宏

川囚昭

田川浩三

北村仁郎

吉川四郎

吉武恭一郎

山口周吾

【中22回】
荒川昭三

露藤道雄

岩寄茂夫

山庄司正弘

田中昂

中山武吉

木村昭

上野昇

神内権治

西村卓一郎

西田恩

【中23回･周1用】
林(横野)票夫
小畑文治

西水俊也

芳賀洋

飯潟宏

山下遅鐙

伊藤務

川島康生

中西弘三

上田礎一郎

加藤郁夫

森田薙大

船橋髄正

本間願雄

荒谷克雄

鈴木浩允

村中勇夫

堀尾恒彦

米谷睦

【中24回･高2期I
池田洞

伊藤理昭

枝原昭次

永田幹人

鈴木省輔

津田隆治

斉藤省三

野村安俊

堀田貞勝

安田秀生

中村栄一

安積義夫

海堀常夫

岸本忠男

稲津邦平

多田美邦

東門申三

商室光博

琵藤顧

稲津邦平

掴納忠治

I高3期･中25回】
今尾旬

鈴木不二男

久保田(岡口)峯子

三翰(平野)滴智子
臼井卓

溝水英範

久保田腰

小林遍孝

削田和夫

古川(曾榎田)開子

奥野明鎧

海本丈夫

玉利虹

石田隆弘

尾池良行

山浦潤

辻彫

吉田正久

林純三

船禍臓治

木梨子勝

平通宏行

土井(浜田)房枝

三窟利塵

今醸隆右

鈴木伸彦

山本(小山)幸子

腿(高山)きよ子

刀禰俊唯

【高4期l
江本恭三

古川博市

渡湿尚彦

菰山桂一

尾形光鮭

川閏宏

中西和弘

安中一畦

三厩(伊丹)旧習子

岡本(古同)風

柳井握瞳

乾個多/目jl)唾

水上利夫

、山(川脇)八江

和田古酎

瑠111(越沢)佐江子

高島寛子

佐竹高明

野田悦生

小川愛造

国即孝志

大淵向

【高5期】

噸偲画罰ﾛ久子

井町恒堕

圃樫(制||)英子

石崎(平原)累乃

稲野閥

中村贋志

厨賀(石川)恩子

小島(鹿子木)都

佐醗(金谷)睦子

勝見(田宮)御子

正路(能勢)純子
安運明

河内洞亮

友国泰治

保科正彦

村司貞夫

瓜原(村井)回久子

前川塵

吉岡照和

吉岡(寺田)淳子

角田貞彦

中塚瞥久

畏尾(津田)英子

上田(石倉)奥息子

園口(瓜田)肥久子

阿賀個夫

柏原礎松

巽健一

谷(村上)恒子

貞贋トミ子

立岩(宮寄)文枝

興野(斎薩)敏子

神内、明

石梱(/ル岡)ルキ

窟樫(堀川)英子

吉村(大越)久子

田村将

正田武弘

松尾宏太郎

横畠洋志

【旧園貝I
西岡錘

厘井房子

四之宮(商薗)博子

内濠粟宏

吉岡鯛人

今安達也

地賀久義

縄田節子

脂智憲二

弓庭目和子

塩飽忠一

I中3回】
岡村実

【中10回1
山内(贋谷)緊助

I中11回I
麻生一郎

【中12回I

武田実

【中13回】
岩井斌

【中14回】
鷲埜和夫

井上幸雄

I中15回】
笹部利明

鈴田貞裕

奈良定騨一

須々木敏郎

西岡孝

杉浦鹿人

【中16回】

木村恒堕

小林啓次郎

後醸正慶

松本洋

餌橋泰碓

吉本飼彦

家野値多見)四囲

斉藤禎敏

北之防敏弘

靭筒直佑

岡筒元彦

藤岡壮太郎

石井敏鐙

滴野(田中)保

【中17回】
小竹武

冨田利和

贋瀬網一

松原憲二

松田圃治

山本勘一郎

桐尾英二

高橋賢太郎

戸刃(/宏之)弘行

前田縫次郎

堤栄次郎

【中18回】
川井旬

木谷繁夫

進藤泰覇

蝿野(/田夫)元伸

遊川益次

石井勉

輿田福三

藤木仰顕

堤貞文

高尾正英

森川五郎

矢島治明

高木(畷本)展飼

【中19回】
秋吉邦一郎

上田博造

武田一彦

麗木正三

中西三郎

原田直郎

砲田適夫

蝿川親袈

田田(池田)定

【中20回】
柳田(井上)保男

畏谷川友造
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上原遁世

井町恒鮭

室H西川)房子

【高6期】

田中(笹罰)I眠汗

西浦(早剰敦子

小田隆昭

畑明

田園併渇)千m子

山柵(中井)幸子

遭亘(光偲)紀代子

高尾良昭

高田直彦

中村富次郎

古屋公男

八幡弘通

東良三

山田智

赤木併上)和子

吉川智也

谷口(佐竹)由己子

杉田宏

北野英次

山鱈(板垣)和子

川野桂子

長岡御I|)冨久子

松田唖尾)ﾌｻ子

小室舷

山田芳弘

阪田(東田)英子

安田巌

111戸徹山)美智子

津田裕三

干早格郎

河野(小菅)初子

赤城丈夫

小谷(薗)淳子

小西淳次

住原贋

11｣本呪玉)多満子

白圧司昭

木村(明石)正子
田中憤吾

【高7期】

西(片岡)千囲代

多河正和

今西春禎

草井由博

中野尚士

平野次畦

星野鹿明

森井正次

岸岡隆夫

中村允人

山本(内堀)茂
大井孝和

白圧司宏

高橋宏

汀田(佐々 布)堕子

小郷(太田)風

山下房宏

城戸健二

西山蕃

栗岡完田

中井梅崖

塚本邦雄

興金(､成)閏奨子

久保内佃美翻子

林(山本)淑子

大轄飼宏

山口(越田)美子

加古勝

山本仰久

山本泰男

井野忠侶

井尻(村上)幸子

松田郭

小泉俊

宮下正醗

山本(矢田)沼子
武井俊平

宮川(浅井)正子

I高8期】
伊丹(垣本)千悪子

函(曲亘罰)目久子

中野裕

檀谷寅男

平川英嗣

北(小山)剛子

湖山真保英

興山巨樹

河閏博夫

後騒章鰹

神保雅明

長谷川哲

福島啓介

槙本梁磁

田中(奥田)勲子

井上(繍山)奥利子

石田(村中)更代子

高尾宏英

吉治(茨木)和子

的中(大石)明子

東(太田)敦子

木村(山本)恩津子

亀田、11生

高島錠衛

田中(安硬)智津子
金山英子

中川隆之

明井克子

林(坂倉)英智江
新宮晋

牧磁窟

展瀬正典

君浪宏

楠本(堀)和子
森禎良

成田研一

藤井秀夫
高田縫琶

辰田曽明

城戸恭子

玉木(今西)和子

田中(破戸)汎子

西原浩

山田(安田)秀子

伊丹(頃本)千恩子

西原正

森圏道子

林(坂倉)英智江

平井(梶)節子

【扇9期】
碓氷隅一郎

伏田仰子

野々 井(田口)厨子

油井俊雄

古賀理一

芝田良質

菅瀬透

田中一行

野口車夫

伊麗掲朗

近久敦彦

中江育男

上西定子

中野(佐麗)慶子

森武(瀕尾)悪子

加納邦郎

河村時孝

中村典男

田中囚一郎

照内善文

八堀和道

堀田芳男

西村(野村)躍子
損畠啓太郎

小山(小室)筋子

瀬恒心吉

阿昌(丹生)多花子

内野Ⅷ夫

上芝(中鋤栄要子

大原(中村)英子

碓氷図一郎

榎井(武田)圃子

百田而腰)綴子

贋岡輝一

潮谷(上田)千枝子

【高10期】
津田勝久

小野(蜂谷)一恵

山内(溜辺)律子
松尾隆祐

小潮浩次

仮家公夫

山岡隆治

原田昭鐙

稲垣(原)千代子

赤埴皿

金井邦夫

阪良二

八蝿堅造

ﾋ野{頴野)更祢子

小岩(森川)敏子

鍵本孝三

君浪進

君浪(江濁)博子

長刃慌石)智永子

吉田憎

岩田蕃

上田卸夫

長谷川(屈田巌男

英(三上)洋子

春木(仁平)房枝
福本興憲

山村(鈴木)紘子

畑(友政)一子

菅原(近藤)由紀
吉村克彦

井内敬

菅野(平賀)惇子

宮害雅枝

【高11期】
片山洋之介

木村壁

宮野正仁

村中滋

吉川英一

掘皿(神谷)かをる

山厨(白幡)裕子
岩見(金岡)悦子

松本(小里)和
中野寛成

野田宏

渡辺修一郎

加麓(岸本)博子

男戸(田口)紀子

樫原英千世

上村(丹羽)葵幸

橿原(早川)令子

島崎通彦

辻敏男

興谷恭次

七尾紘一

堀内邦祐

北之坊暗司

佐竹俊吾

田中仰

塚本靖

皿川m行

木下(御厨)敬子

盟月秀粟

田原久用

西台宏

川島格

山下(村上)塵子

【高12期】
阿山盛也

浅井踊鯉

堀内璽治

麻殉生健治

阿賀敏畦

辻本和司

皿岡実

鈴木(酒井)啓子

高岡(田付)恭子

上崎良明

越智常雄

池田昭夫

多田英輔

松原彰嵯

川村明夫

和気(渡辺)寿子
近藤紘一

吉田(大坪)泰子

寺西(梶山)節子

囲醗(花岡)悦子

卜用{111口)口受子

鈴木基光

岩瀬久瞳

鈴木(上田願子

伊厘(井野)幸枝

中新#(杉本涙美子

谷垣由美子

本田賎

額田(大画奉子

岡田武久

榊原弘泰

孝禍睦岡)願子

谷本(菊池)寿子
岸本隆司

原弘

炭山(山田)美貿仔

【同13期】
買東(宇佐剛忠子

松本洋

英(楓原)さよ子
数井敬司

藤谷昌也

林(加納)節子
飯田恒雄

大禍孝夫

西井昭

醸原国広

宮西願男

遭蔭(大塚)佐保子

大芝利文

瀬上秀頃

下浦個也

組藤友照

轟本佑川)芙佐子

佐瀬一男

勝田保子

菅谷(／碍男)梓
腐敏雄

岩本鉦二

斉厘(111筋)魁子

小出君子

黒坦(丹羽)史子

奥田恭規

片桐真二

長坂願正

各務正俊

散土(安本)治子

小西(笹罰)孝子

佐藤(芦田)画

【高14期】
植田隆

村田健

和知佑川畑士子

ﾘ咽田(新田)禎子
奥田隆夫

堀口尚夫

伊藤正週

大庭宏

和田圃

函野(松村)正子

植田邦男

和田洋巳

井上明夫

商木正彬

林(宇野)敬子
安井実

下出明孝

柘植二郎

三円価村)典子
鐙田莞二

画山城

西川秀樹

野坂(原)信子

古川実

瀬上製鴎

西上俊次

浦功

西野顛三

矢野秀瞳

岡田(村井)口理子

丹羽太田

杉田昭子

赤尾正俊

切石哲

中村明比古

山路昭

堀内盛

【扇15期1
島田願弘

石圃(土田)郁子

尾崎敏紘

宗田(広凹)京子

浬源阻二

高井恒夫

永田武全

岡田(神内)幸子
内田願彦

内田閃吾

木村栗次

樋口俊夫

多田博

竹内昭夫

定森悠

仲田祐司

畠中臓二邸

宮川勝彦

大沼昭栄

松本(溝手)隔子

保詞願抑

小山明

岡本昂

佐藤定昭

鯉谷(山本)禎子

【高16期】
丸野徹一郎

市橘栄二

相馬康宏

畑中国三

迎田允武

森里光生

巴(八木)玲子
富岡略太郎

倉田秀昭

中原(桜井)恒子

山筒(原)建子
蔓､団俣週罰正子

中尾幸過

西湖(森井)信唇

中田智

中井(中井)モト子

森元君子

I高17期】
末贋(井濁)久美

千画(稲見)菊子

小林良三

山田(遺藤／

紀志枝)キシエ

石井(大久保)幸子

野口(林)彩子

上野綱一

塩川博願

中武成夫

宵山(砂村)哨美

永田町視

寺林史朗

本田忠芳

小田恵造

岸本寿郎

田中(中林)筋子

千田智之

lllmF木)蛮子

千葉宮英

佐顧臓宏

河川ラルドゥ

（剛11)美緒子

田中洞

廠呂(倉永)律子

苧田綱江

竹田(渡辺)沢子

山口時彦

【高18期】
山川英彦

影山純夫

芳原雄二郎

塞3(杉田)小夜子

深田(福田)悦子

大島純治

村上冬彦

谷ユリ

岡本力

南砺良之

転法筒(神余)頁理

野一色洞

林邦生

八尾克弘

西峰顧友

辻哩治

藤巻光雄

山川英彦

若林純

吉田(薗田)ちずる
足立題

藤井真理子

近藤洋

洞家願彦

【高19期l
関沢愛

田中克志

過宮猿裕

新井忠瞳

中山充史

土方隆志

村上建夫

上野(荒木)裕子

川合(下村)隆子

高柵照子

山内(高宮)悦子

小川(竹原)みや子

I高20期】
安本潔

中野隆史

野瀬陸

深津泰秀

三宅幹夫

池畑孝次郎

正寿康屋

上田呪玉)素子
小俣哲夫

樫井章三

真箇俊朗

中村裕司

小出(西本)良子
東浦康友

酒井宮和

漆松(矢坂)知子
村岡面泰

守口建治

早川和佳子

高田裕文

山本哲三

池畑孝次郎

河田伸威

【高21期】
柴山公一

赤根(辛島)頗子

泉(竹中)順子

多田克己

高橋(中国／

真知子)側知子

岡崎邦夫

福島裕

水野正仰

湾切(肱岡)恩子

加堂裕規

平田(海田)明男
伊庭(飼野)文江

伊薩(森)千賀子

宮田(山本)興子

加藻(伊圃マリ

小島隆明

川上明孝

浜田(長田)秀子
山田遅夫

赤根(辛島)順子

吉田優子

清水(酒井)恩葵子

西村陸

【高22期】
永武(馬埋)彩子

久岡英樹

藤畑殖久

山尾美佐堕

荒川(浅野)恵子

武田(中且)由美子

戸部(力石)知子

漁田(木村)俊子
榎原霞行

浅沼史樹

紅山博

坂口昇

岡本匝堀)輝子

上野(掴本)千佳子
赤塚塵一

橋川画一

【高23期1

家倉泉

丹羽寛

4職(田所)俊子
五十厘厘瞳

阿井(麗圃いづみ

竹内純子

満薗(m岡)裕美

橘(中務)令子
大田黒文磁

【高24期】
山本唾

大岡(白倉)万起子

津田裕子

西殿芳人

坪井宏之

【高25期】
柴田昌俊

大田幸三

､輔旧比野)旬子

渡辺一樹

杉田(河田)直子

甑田(沢田)淑子
中山正登

【高26期】
谷真明

大野修吾

1琳(片側よう子

泉山(圃永)洋子

池辺健

池辺(塩配)積子

北岡(掴島)圭子
芭田画達

金谷賢生

佐藤雅之

小山(古旺)尚子
【高27期】
梅名飼夫

園田(併間頃)圃恩

福田(m永)聡子
桐田敵

渡辺浩

稲菓鯉水)伴江

解(松林)かほる

滴星彦

林隆二

佐藤尚文

艮岡(入江)佐江子

禍田聡

畏河伸之

犬飼賎夫

志賀画一

永井香住

飯島晋

(高28期】
池田美智子

武内武

明里－孝

砂原由和

伊藤弘喜

野中嚢抑

現川典幸

上山侶一

森本寿夫

11|罰阻剛貝由美

奈佐原優子

井上雅博

【高29期】
宇田(田中)さと子

吉矢和彦

今職(木田)みどり

阿谷(騒本)美保

久保(世戸／

かおり)佳多里

榎原博之

臼田昌朋

【高30期】
谷田興一

口庭健一

中村(垣内)晶子

今木城

稲葉保宏

溜井英明

妹尾敏之

辻埜茂樹

片山雅文

香西孝純

高畑智嗣

神田(板昭)環

寺西但彦

直原贋明

大柵(中井)知子

小、(局)淳子
田中個治

岡野宏

高奈(常田)美香

小川逮司

【高31期】
伊勢智一

伊勢本固裕

堤俊一

小池(河合)覚子

檀原則之

洞浩寓

玉城祥啓

林鋼

平井博英

森(佐藤)理恵

商腰(諏田)克子
中海隆広

井遍城一

井洞(六島)異淳子

木内(土偶)恵子

騒井洞美

岡大朝

福島願裕

伊勢本岡裕

【高32期】
北原千春

横田瞳

伊凄(阪口)基子

巽(井筒)友子
北野吉幸

戸川正之

関(平本)和子
菊池恭子

吉田修

宗世津夫

野原信村)異口子

【高33期】
芳賀由田子

丹波党

若林治郎

谷口顕彦

阪本俊之

阪本(米田)佳代

土井洋彦

中西(岡持)由里

増田(河合)邦子

今口(甚内)頁奈美
律田光章

木下啓薮

宮地禎幸

【高34期】
宋包伸吾

小路画志

橿藍(田中)恩美

阪本竜夫

湯屋啓

井関願人

杉林傑山)智子

竹内幸絵

【高35期】

持田裕之

山本篤志

安達ゆかり

比留田(田中)岡子

伊倉裳弘

武藤雅彦

三谷千秋

得津(石川)圭子

川口(田中)毎子

中村文彦

仲井国彦

内野恵美

【高36期】

市村(谷)依子

森岡鋼章

富田和人

西野晃

闘薩明彦

佐蔭(古谷)徳子
後岡行

中村(田中)康子

古川(森)智香子

松井(細井)祥代

岸本一遍

鳥羽願

画定宏明

黒岩督

祝義昭

【高37期】
曽和昭文

上田淳子

北原美稔

山田(畑見)美穆

、井(古川)圭子

中橘美稗

岩国(樹樋)一理

木下(田中)願子
合田阻一

上野(牧野)画美

前川明弘

砂川(名倉)由恵子

藤川和彦

木田聡

木田喋原)美幸

【高38期】
住田知幸

川閏健一

寺尾晶

泉(白山)真紀

加濠(安田)秋子
日永武彦

日永(薩原)佳子

臭村真介

邑瀬邦明

若tl｣俗測豆矢子

騨(松井)菓穆子

柏原恭子

野闘大地

永井(安東)香職
石原関里

隠認
安座間賎

四十物大州

在里政画

池田敦

石禍守

犬伏臆

岩村隆志

長村博

川岡健一

木山茂

岸田敦史

北原久裕

金哲鉾

小城健治

甲田哲也

斉厘公昭

逆井秀就

笹森孝週

洞水雅巳

田中勢士

竹内城二

常松祐之

寺野粟弘

奈良浩志

中寓縫

中倉孝

謝麓
丹羽浩

新阜創太郎

野村幸哉

涜田昌平

杉山(日野)徹郎

東川武史

平川敏夫

平田大

福田殿

古谷和久

松井粟唾

潤淵直樹

室延明

森霞友

八木秀樹

安武電太

柳田ロ瞳

山崎剛彦

山本太郎

吉田留

米田昌哉

米田正治

厘原(生田)桂子

日下(石坦)玲子

石橋亘子

金野(岩井)千唇

岡本美智子

柏原恭子

平井(片山)岡恵

金子雅美

、田口子

森内(川上)隆代

浅野(斎園)玲子

厘野(笹原)敦子

新井(島津)牧子

芦田(栖川)知子

杉本(津田)香函

圃村(徳田)恵子

中尾晃子

矢上(中村)罷英

新出(二井)頁弓

野間(西山)寮代

福田恭子

涜醗(古屋)裕美

畑田久美子

細谷佳世

溝口万子

村田佳寿子

小松(八木)琴恩

豊陵会協力金のお願い

聖陵会会員の皆さまには、平素から格別なご理解と多大なご支援を賜り、厚く

お礼申し上げます。皆さまから頂きました協力金は、豊陵会の活動と母校の教育

活動支援のために大切に使わせて頂いております。璽陵会会員の皆さまのご支授

なくして、これらの事業を遂行する事は不可能でございます。何卒、豊陵会協力

金の趣旨をご理解の上、お－人でも多くの方のご協力をお願い申し上げます。
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、,

WWI、
午
か
ら
神
田
の
肇
士
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
未
曾
有
の
災

害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
日
も
浅
く
、
東
京
で
は

イ
ベ
ン
ト
自
粛
ム
ー
ド
が
漂
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年
を
少

し
下
回
る
１
１
６
名
の
出
席
で

し
た
が
、
こ
の
日
の
肇
士
会
館

は
豊
高
カ
ラ
ー
に
染
ま
る
１
日

で
し
た
。

総
会
は
、
柴
田
麻
里
常
任
委

員
（
”
期
）
の
溌
刺
と
し
た
司
会

で
、
支
部
長
挨
拶
、
活
動
報
告
、

会
計
報
告
、
監
査
報
告
と
続
き
、

総
会
議
事
を
終
了
。
こ
の
あ
と

北
会
長
に
代
わ
っ
て
加
藤
芳
哉

副
会
長
の
挨
拶
、
高
橋
克
夫
校

長
先
生
の
母
校
現
況
報
告
が

，
１

『

■

’ ？ ワ
h

左から刀禰支部長、高橋校長、多々先生、加藤副会長

に
よ
る
年
齢
差
印
年
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
乾
杯
発
声
で
懇
親
パ
ー
テ

ィ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

食
事
と
歓
談
が
進
む
中
、
賑

や
か
な
音
楽
に
乗
っ
て
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ミ

ス
・
サ
リ
パ
ン
（
幅
期
市
川
寛
子

さ
ん
）
が
登
場
、
巧
み
な
ピ
ン
捌

き
と
高
い
一
輪
車
で
は
若
手
書

記
の
嶋
崎
敏
樹
さ
ん
を
助
手
に

コ
ミ
カ
ル
な
演
技
で
場
内
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

来
賓
ス
ピ
ー
チ
の
後
半
、
中

部
支
部
松
原
支
部
長
の
挨
拶
に

続
い
て
東
京
支
部
恒
例
の
「
恩
師

招
待
」
、
多
々
浩
爾
先
生
（
昭
和

“
年
～
平
成
３
年
）
か
ら
当
時
の

思
い
出
と
近
況
が
語
ら
れ
、
マ
ツ

チ
ン
グ
＆
ア
ピ
ー
ル
・
コ
ー
ナ
ー

の
時
間
帯
に
は
、
出
席
会
員
の

中
か
ら
新
規
起
業
の
紹
介
や
大

震
災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
な
ど
、
様
々

の
分
野
の
Ｐ
Ｒ
が
行
な
わ
れ
、

総
会
の
締
め
く
く
り
は
中
野
寛

成
さ
ん
（
刑
期
）
の
指
揮
で
校
歌

斉
唱
、
余
韻
を
残
し
て
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
別
室
で

の
「
多
々
先
生
を
か
こ
む
会
」
に

担
任
期
を
中
心
に
二
十
数
名
が

参
加
し
て
語
り
合
い
、
東
京
支

部
総
会
の
長
い
１
日
が
終
り
ま

し
た
。
重
星
茎
部
長
刀
禰
俊
雄
（
高
３
期
）

ミス･サリバン
(市川寛子さん･43期)登場
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昨
年
Ⅶ
月
ね
日
、
名
古
屋

商
工
会
議
所
名
商
グ
リ
ル
に

て
、
ご
来
賓
を
含
め
て
印
名
の

方
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
第

４
回
豊
陵
会
総
会
・
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

催
例
年
ど
お

開
り
、
我
ら
が

合
云
肺
峠
銅
娠
濯
帽

聡
卯
る
中
出
席

吉
グ
者
が
次
々
と

支
商
蕊
鯛
龍

榔
脇
総
会
が
始
ま
つ

回
旧
弊
抑
蕊

熱
朋
釧
懲
嘘

刀
補
東
京

支
部
長
の

挨
拶
に
続

き
、
来
賓

の
紹
介
、

決
算
報

マ
ラ
ヤ
杉
の
移
転
、
戦
争
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
「
憶
念
の

碑
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
の
設
置
、
進

学
指
導
特
色
校
と
な
り
初
め
て

の
入
試
で
豊
高
の
入
試
倍
率
が

高
く
な
っ
た
こ
と
、
夏
休
み
の

勉
強
合
宿
の
様
子
、
来
年
度
か

ら
海
外
語
学
研
修
を
予
定
し
て

い
る
こ
と
な
ど
豊
高
の
近
況
報

告
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
行
わ
れ
た
。

続
い
て
会
は
、
大
阪
大
学
名

誉
教
授
で
日
本
原
子
力
学
会

の
権
威
で
あ
る
住
田
健
二
先
生

の
『
福
島
原
発
事
故
か
ら
学
ぶ

こ
と
』
と
題
し
た
講
演
会
。
住

田
先
生
は
豊
中
高
校
１
期
生

の
大
先
輩
で
同
窓
会
と
い
う
こ

と
も
あ
り
率
直
な
話
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
原
子
力
利
用
を
「
原

子
力
村
」
の
人
た
ち
だ
け
で
進

め
て
き
た
こ
と
の
批
判
を
甘
受

す
る
一
方
で
原
子
力
の
将
来
は

評
論
家
だ
け
で
決
め
る
の
で
は

な
く
、
し
っ
か
り
技
術
の
分
か

る
人
な
ど
異
な
る
立
場
の
人

告
・
事
業
報
告
等
が

行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
大
阪
か

ら
車
を
運
転
し
パ
ソ

コ
ン
持
参
で
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
っ
た
高
橋

豊
中
高
校
長
か
ら
、

月
泊
日
に
開
催
さ
れ

た
豊
高
卯
周
年
記
念

行
事
の
内
容
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
上

た
ち
が
協
力
し
て
前
進
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
締
め
く
く
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
会
は
懇
親
会
へ
。

栗
岡
名
誉
顧
問
の
乾
杯
で
歓

談
。
和
や
か
な
時
間
と
な
る
。

こ
の
間
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
自

己
紹
介
、
記
念
撮
影
、
バ
ザ
ー

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
宴
も
た

け
な
わ
に
。
世
代
を
超
え
た
交

流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
あ
ち
こ

ち
で
中
部
支
部
の
輪
が
広
が
っ

た
。
会
も
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ

で
、
い
よ
い
よ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
。

即
売
を
含
め
た
バ
ザ
ー
の
売
り

上
げ
１
５
１
，
９
４
０
円
は
中

部
支
部
の
活
動
資
金
と
し
て
来

年
度
の
予
算
に
計
上
さ
れ
た
。

最
後
に
、
全
員
で
豊
中
高
校

の
校
歌
を
高
ら
か
に
唄
い
、
中

村
副
支
部
長
の
閉
会
・
お
礼
の

言
葉
で
会
は
お
開
き
と
な
り
、

各
自
、
松
原
支
部
長
提
供
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
付
き
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
と
栗
岡
名
誉
顧
問
提
供

の
天
津
甘
栗
を
土
産
に
帰
途
に

つ
い
た
。
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東京支部総会
6月23日(土)翠士会館で開催

6月23日(土)午後3時30分から神田錦町の事

士会館2階ホールで今年の東京支部総会を開催し

ます。着席ビュッフェ方式で、会員によるアピー

ル＆マッチングコーナーも開設します。

東京支部恒例の｢恩師招待｣、今年は平成13年

にお招きした音楽科の小島紀子先生を11年ぶり

にアンコール招待、オペラパロディ「河内カルメ

ン｣のビデオを鑑賞して先生の歌唱も聴かせてい

ただきます。

お誘い合わせて多数ご出席下さいますようご案

内申し上げます。東京支部長刀桶俊雄(高3）

個別のご案内は5月上旬に各期の常任委員から

発送しますが、新たに首都圏に転入されたりして

届かない方は中室節子・会計担当信32)までお

知らせ下さい。総会の案内状と払込取扱票をお送

りします。

snakamurotoyosu@yahoo.co.jp

会費

一般

夫婦(2名分）

学生

新卒生(64期）

事前振り込み

8‘000円

15,000円

3,000円

無料ご招待

当日払い

8.500円

15,500円

今1年は11月1フ日(土）
15時開催

今年の支部総会は11月17日(土)15時か

ら同じ名商グリルにて開催します。いつも

は11時スタートでしたが、医師の方など午

後、夕刻の開催が出席しやすいとの意見も

あり、初めて午後3時からの開催としまし

た。今年も多くの方の出席をいただき懐か

しい豊高時代を思い出しながら会員相互の

交流を深めていきたいと思います。
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今年も、無事センター試験を終え、私立大学や国公立大学入試に向け、

豊高生は緊張感を持って頑張ってくれています。さて、入試結果ですが現

在(2月15日)のところ、指定校推薦で早稲田、同志社、関西学院など12名

が合格し､国公T7堆謹入試で筑波､神戸､大阪府立､奈良女子で各1名ずつ、

その他の公募制推薦で約30名合格しています。特に目を見張るのが、滋賀

医科大学医学部医学科に現役で合格者が出たことです。公務員採用試験の

合格者も1名出ました｡例年と異なるのは､豊高での理系志願者数が121名、

文系志願者数が89名で理系が上回ったということです。得点率では90％の

生徒が理系で出ました。近畿地方の国公立大学の志願状況は前・後期あわ

せて､京大3、阪大69､神大72,大市大80､大府大53でほぼ例年並みです。

受験生の健闘を祈っています。

■2011年卒業生の進学実績

2011年卒業生の大学進学実績を母校進路指導室の資料から掲賊しま

す。週刊誌などの｢合格者速報｣ではなく陰際に入学し通学している｣人
数です。カッコ内は現役生徒数。

▼国立京都大1(0)、大阪大26(10)、神戸大21(13)、北海道大1(0)、
東北大3(0)、筑波大1(1)、千葉大1(0)、福井大1(0)、名古屋大1(0)、
滋賀大1(0)、京都工芸繊維大6(3)、大阪教育大14(13)、奈良教育大
2(1)、奈良女子大3(1)、和歌山大･岡山大･広島大･島根大･徳島大・
宮崎大＝各1(0)、琉球大・防衛大学校＝各1(1)、高知大2(2)。
▼公立大阪市立大15(13)、大阪府立大6(3)、首都大東京1(0)、滋賀
県立大・京都府立大＝各1(1)、神戸市外大3(2)、兵庫県立大2(1)、
和歌山県立医大1(0)。
▼私立関西大27(21)、関西学院大32(28)、同志社大35(22)、立命
館大19(12)、早稲田大6(2)、慶応義塾大2(1)、東京理科大1(0)、明
治大2(0)、青山学院大1(1)、法政大1(0)、大阪医科大．大阪音楽
大・大阪歯科大・大阪工業大．関西外大＝各1(1)、成安造形大＝1
（0)、大阪芸術大・大阪薬科大＝2(2)、武庫川女子大＝5(4)、近畿
大9(6)、甲南大4(3)、摂南大1(0)、同志社女子大6(6)、京都薬科大
3(2)、京都女子大・甲南女子大・神戸女学院大・神戸女子大・神戸
松蔭女子学院大･神戸薬科大･兵庫医療大・創価大＝各1(1)、北里大．
大東文化大・東洋大=各1(0)。

▼専修学校豊中看護専門学校・豊中ダンス＆アクターズスクール＝
各1(1)。
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文化祭
風3 集客多い、音楽系クラブ9月10(±)～11B(日）

前年の酷暑に比べ、若干しのぎやすくなったとはいえ、やはり厳しい暑

さの中、熱中症対策を実施し2日間開催しました。

豊高文化祭の名物となった3年生の｢劇｣を中

’
心に、各クラスの企画や文化部の発表で、来校

された方々に豊高の文化レベルの高さをアピー

ルできました同

3年生は夏休みから本格的に準備や稽古を始

め、下級生に文化祭の取組の模範となっていま

した。舞台を終えた後の充実感と満足感がそれ

ぞれの表情に出ていました。

文化部の舞台では、部員の多い音楽系のクラブやダンス部が、たくさ

また閉会式では優勝チームだ

けではなく、全チームの応援団

長のスピーチが恒例になってお

り、それぞれの思いを自分の言

葉で語ってくれました。季節はず

れの暑さの中、1000名を超える

来場者があり、熱く燃えた一日

になりました。

んの観客を集めていました。また、部員の少ないクラブも、クラスとは一

味違う工夫を凝らした発表や展示を行い、日頃の成果を見せていました。

他に､’恒例となっているiPTAの｢憩いのスペース｣や､3年目となる豊左会

(PTAの同窓会）「バザー市｣な

ども行われました。画

入場者数は昨年とほぼ同じ

で、校内が人であふれる状況で

した。

修学旅丘」
道央の自然を楽しむ7月6日～9日
2年生65期生の修学旅行は1学期期末考査終了直後に、北海道道央へ

3泊4日の予定で実施しました。

到駕!まﾂ旦欝覗蕊墓慧震言＝
した｡その後､富良野に移動し満開のラベンダー

に癒されました。

2日目の午前中は、コースに分かれてのラフ

ティングとファームビジット。天候にも恵まれ、

ラフティングでは北海道の大自然を満喫し、

ファームビジットでは農業体験の後でメロンや

チーズケーキをごちそうになりました。午後か

ら事前に希望したメニュー（旭山動物園・マウニ皇室二登星_■ ら事前に希望したメニュー（旭山動物園・マウンテンバイク・清流魚釣り・

生キャラメルとアイス作り)を体験しました。3日目の午前中も希望した体

験メニューを楽しんでから、4時間かけて定山渓ビューホテルヘ向かいま

した。最後の夜は全体レクリエーションが開かれ、生徒が趣向を凝らした

出し物を次々に演じ歌い、楽しい時間を過ごしました。

最終日は、小樽でクラス写真を撮影後、グループに分かれて小樽の街

を自由散策しました。生徒は昼食では小樽の味を堪能し、たくさんのお土

産を買っていました。その後新千歳空港に向け出発。夕刻楽しかった北海

道を後にし、全員無事に伊丹空港に到着しました。

この間、ホームページには、例年同様に修学旅行ブログが開設され、

リアルタイムで報告が掲載され、非常に多くのアクセスがありました。

灘
2月11日(土>から16日(木)の

6日間

校内の3年生の教室に美術と

蓄道選択者の作品を展示する造

形二科展を開催しました。美術

では油絵や陶芸作品を、書道で

は刻字や臨讐などが展示され、

個‘性豊かな素晴らしい作品に来校された保護者の方々もたいへん感心さ

れていました。 ’
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豊中54-43北淀

箕面自由8O-39豊中

豊中40-36桜塚

刀根山61-47豊中

▽北地区公立校大会

豊中101-47池田北

茨木7O-57豊中

豊中144-25北摂つばさ

吹田東74-54豊中

東淀川75-58豊中

▽大阪高校新人大会

豊中72-63吹田

大阪学院106-51豊中

(女子）

▽高校総体予選

（1回戦)豊中81-32勝山

（2回戦)豊中107-41関却上陽

（3回戦)豊中90-51大阪市立

（4回戦)豊中56-48大体大浪商

▽大阪高校総体

（1回戦)豊中81-49港

（2回戦)豊中71-43泉陽

（3回戦)豊中68-52東

（4回戦)豊島93-43豊中

▽豊中会長杯準優勝

▽北地区公壷校大会

（予選)豊中111-41渋谷

豊中101-54箕面

豊中100-31北野

豊中106-42吹田東

体選)豊中80-60千里

豊中75-29三島

（決勝)豊島87-48豊中

（1回戦)堺東60-47豊中

▽さつき杯優勝

▽大阪高校新人大会北地区予選

（1回戦)豊中75-53大阪学院

▽豊中市民大会3位

▽大阪高校総体

団体本戦出場

シングルス2名本戦出場

▽大阪公立大会

団体本戦ベスト16

シングルス本戦出場ベスト32

▽秋季赤坂杯

シングルス本戦ベスト8

ダブルス本戦ベスト8

▽第1学区トーナメント

シングツレスベスト8

▽栗田杯(団体戦）本戦ベスト8

▽学区選抜シングルス1名出場

◆バドミントン

(男子）

▽豊中市民大会

ダブルス3部2位

ダブルス4部1位

▽豊能大会

シングルス上級2位

▽北摂大会

団体2位

ダブルス初級3位

シングルス初級3位

(女子）

▽豊能大会

ダブルス上級準優勝

シングルス上級3位

◆薙刀

▽春桑大会兼高校総体予選兼国体1次予選

団体戦3位

▽大阪高校総体団体戦3位

▽近畿大会大阪予選

団体戦3位近磯大会出場決定

演技ベスト8

▽村上杯

豊高スポーツ
女子1年400m6位

女子1年砲丸投げ5位

女子1年200m準決勝進出

男子2年400m準決勝進出

男子4×:400m準決勝進出

◆剣道

▽全国高校選手権大阪府予選

近畿高校大会大阪府予選

男子団体ベスト16

男子個人ベスト8

▽大阪高校新人大会

全国高校選抜大会大阪府予選

女子団体ベスト16

▽正思大会

男子団体3位

個人最優秀選手賞

◆卓球

▽大阪高校総体

（1回戦)寝屋川3-o豊中

▽チャレンジカップ

（1回戦)大阪学院2-1豊中

平成23年度の記録

づ

■盲■■画室

妄一一一

ロ
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◆野球

▽全国高校選手権大阪大会

（2回戦)東10－9豊中

▽秋季大会

（2回戦)貝塚7-3豊中

◆アメリカンフットボール

▽春季大会

豊中57-0大正

豊中14-13関西大倉

豊中6-3清風

大産大附属28-7豊中

大阪府準優勝

▽関西大会

豊中10-7立命館宇治

海陽学園14-12豊中

関西大会ベスト8

▽秋季大会

関西大倉33-19豊中

桃山学院28-o豊中

◆サッカー

▽全国高校選手権大阪大会

（1回戦)豊中13-0大阪学芸中等

｜◆文化部◆’

◆音楽

▽第43回音楽会出演

◆ダンス

▽全国ダンススタジアム決勝進出

◆吹奏楽

▽北摂地区大会金賞

▽大阪府アンサンブルコンテスト

金賞

▽大阪府ソロコンテスト金賞地区

代表

◆美術工芸

▽大阪府高校美術工芸展奨励賞

▽大阪府高校芸術文化祭入選

（2回戦)商大高3-1豊中

▽大阪高校新人大会

（1回戦)関大北陽1－O豊中

▽豊中大会

（1回戦)豊中2-0千里青雲

（2回戦)履正社1－o豊中

◆女子ハンドボール

▽新人大会(北ブロック大会）

咲くやこの花27-3豊中

北千里20-3豊中

◆バレーボール

(女子）

▽大阪高校新人大会

信太2-o豊中

近大付属2-1豊中

佐野2-O豊中

▽大阪府新人戦

寝屋川2－O豊中

▽大阪公立高校大会

吹田東2－O豊中

三島2－O豊中

◆バスケットボール

(男子）

▽大阪高校総合体育大会

豊中65-54今宮工科

関西創価96-94豊中

▽さつき杯

四峰畷74-52豊中

金岡144-29豊中

豊中40-39三島

豊中54-27箕面東

豊中39-29吹田東

高槻北45-4O豊中

▽豊中会長杯

（2回戦)豊中59-58山田

（3回戦)豊中93-43金光大阪

（4回戦)薫英女学院128-26豊中

中央大会

（1回戦)豊中59-29泉陽

（2回戦)大塚67-55豊中

◆男子硬式テニス

▽春季赤坂杯

シングルス本戦3位

演技2位

個人戦2位

▽新人大会兼全国撰抜大会予選

団体戦3位

個人戦2位

全国大会出場決定

◆陸上

▽大阪高校総体

1

㈲

毎＝

一

－ 衝鍛仙…i
ダンス部かなりな運動量なのに、芸術性が高いからな

《
一
屋ヲ.ンス剤 詞因

のか文化部の扱いとなっているのにまず驚きました。その

メンバーが､今年度､初出場にして日本唯一の選手権大会、

ダンススタジアム全国大会に進出したと報じていました。

平成23年8月3日(水)神戸文化ホール、ダンススタジア

ム西日本予選大会が行われ、全国大会出場の切符を争い

46校が参加しました。やりきった演技の後の審査発表、

最後の2校の発表となり、あきらめかけたそのとき、なん

と豊中高校の名前が呼ばれ、東京での決勝大会進出が決

まりました。

決勝大会は、8月24日(水)渋谷C.C.LEMONホール

にて行われました。自ら勝ち得たレベルの高い演技の大会

の雰囲気に囲まれ、さらに演技の力量をあげる熱意に火

をつけられ臨みました。入賞には至りませんでしたが、仲

間と共に精一杯に努力し、築き上げたステージに悔いはな

く、むしろ彼女たちの喜びの記録となりました。

剣道部8月14日(日)、夏盛りの暑い中、大阪府下の公

立高校が集う正思大会が、堺市初芝体育館で熱戦が行わ

れました。豊中高校からは初心者も含め、男子3チーム、

女子1チームの(1チーム5名)高校団体戦に出場しました。

4月に防具をはめ始めたばかりの女子一年生初心者も堂々

と強豪相手に果敢に攻めるような試合ぶりをはじめ、同じ

仲間の互いのチームカ垣いの士気を高め合っていました。

参加した有段者ばかりの男子Aチームが、予選リーグ勝ち

残り、男子32チーム中、見事3位入賞を果たし、大将(当

時部長)が優秀選手賞を受賞しました。

（平成23年度｢PTAブログ｣を賑やかに彩っていた記事よ

り2件ご紹介します）
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豊中高校
倉l立100周年の夢

成
果
が
定
着

中
羽
回
藤
上
幸
作

今
か
ら
叩
年
先
の
豊
高
の
進
学
状
況
は
、

難
関
校
と
さ
れ
る
有
名
大
学
（
東
大
・
京
大
・

阪
大
な
ど
）
へ
の
合
格
者
は
目
白
押
し
で
あ
ろ

う
と
推
測
さ
れ
る
。
最
近
の
大
阪
府
下
の
教

育
行
政
の
変
革
に
よ
っ
て
重
点
校
加
校
を
選

ん
で
テ
コ
入
れ
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
成
果
が

実
を
結
び
定
着
す
る
時
期
と
思
わ
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
豊
高
の
受
験
生
な
ら
び
に
指
導
さ
れ

る
教
職
員
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
期
待
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
進
学
成
績
が
高
校
の
世
間

的
評
価
を
決
定
す
る
世
の
な
ら
い
、
豊
高
の

関
係
者
に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
夢
で
は
な
い

か
。

韓
国
や
北
朝
鮮
、
さ
ら
に
は
中
国
の
青
年

が
、
素
晴
ら
し
い
頭
脳
を
持
っ
て
ア
メ
リ
カ

の
大
学
教
授
の
も
と
に
続
々
と
集
ま
る
。
近

頃
は
日
本
の
青
年
が
少
な
い
と
か
。
心
配
で

あ
る
。
現
役
の
政
治
家
が
心
を
痛
め
て
い
る

と
か
。
高
校
の
進
学
成
績
は
単
な
る
お
母
さ

ん
達
の
う
わ
さ
話
じ
ゃ
な
く
、
国
家
的
な
問

題
な
の
だ
！
大
阪
府
下
の
高
校
の
進
学
成
績

が
日
本
の
将
来
に
か
か
わ
る
、
と
言
わ
れ
て

は
高
校
の
教
師
も
漫
然
と
で
き
な
い
ね
！

（
１
９
５
１
～
１
９
９
０
年
、
本
校
数
学
科
教
諭
）

バ
ラ
ン
ス
よ
い
高
校
生
活

高
羽
期
中
西
敬

卒
業
し
て
早
や
弱
年
、
ま
だ
ま
だ
若
輩
者

で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
い
つ
の
間
に
か

け
つ
こ
う
な
先
輩
（
年
齢
）
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
仕
事
の
関
係
や
大
学
で
（
い
く
つ
か

の
大
学
で
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
）
、
豊
中
高

校
の
卒
業
生
に
会
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
な

に
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
先
輩
・
後
輩
の
関
係

に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
相
手
と
の
接
し

方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
素
晴
ら
し
い
先
輩
、
後
輩
そ

し
て
学
生
諸
君
で
あ
り
、
関
係
が
深
ま
り
ま

す
。
豊
中
高
校
が
母
校
で
よ
か
っ
た
と
感
じ

る
時
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
出

身
高
校
は
「
豊
高
で
す
わ
」
と
少
し
だ
け
自
慢

気
に
言
え
る
時
。
同
期
が
集
ま
り
、
カ
ラ
オ

ケ
で
ま
ず
「
輝
～
け
風
と
光
・
・
・
」
と
ア
カ

ペ
ラ
で
歌
う
時
。
北
原
白
秋
記
念
館
で
校
歌

の
レ
コ
ー
ド
が
展
示
し
て
あ
る
の
を
見
つ
け

た
時
・
・
・
等
々
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

人
生
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
や
行
動

パ
タ
ー
ン
の
多
く
の
部
分
が
形
づ
く
ら
れ
る

高
校
生
活
（
こ
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
）
、
そ
ん
な
大
切
な
、

ま
さ
に
青
春
を
過
ご
せ
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
母
校
。
質
実
剛
健
、
勉
学
の
み
な
ら
ず
部

無
限
の
可
能
性

高
諏
期
亀
井
圭
子

時
計
の
針
を
戻
せ
る
と
し
た
ら
何
時
に

戻
っ
て
何
を
し
た
い
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
迷

わ
ず
、
豊
中
高
校
に
入
学
し
た
と
き
に
戻
っ

て
、
も
う
一
度
、
あ
の
３
年
間
を
過
ご
し
た

い
と
答
え
る
。
（
定
期
試
験
も
大
学
入
試
も
も

う
カ
ン
ペ
ン
し
て
ほ
し
い
が
…
）

な
お
、
私
自
身
は
勉
学
側
に
振
れ
る
こ
と

な
く
、
反
対
側
に
振
れ
っ
ぱ
な
し
の
極
め
て

楽
し
い
高
校
生
活
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
Ｎ
Ｐ
○
法
人
人
と
自
然
と
ま
ち
づ
く
り
と
副
代
表
理
事
、

徳
島
大
学
大
学
院
・
近
畿
大
学
講
師
ほ
か
）

活
や
遊
び
、
い
ず
れ
に
偏
る
こ
と
な
く
、
悩

み
な
が
ら
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
振
れ
る
振
り
子

の
よ
う
な
高
校
生
活
が
過
ご
せ
る
、
そ
ん
な

豊
中
高
校
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

イラスト:鈴木干裕
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あ
の
こ
ろ
の
よ
う
に
バ
カ
話
を
す
る
だ
け
で
、

日
当
た
り
の
よ
い
教
室
で
の
ん
び
り
お

し
ゃ
べ
り
。
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
だ
っ
た
物
理

の
授
業
。
４
時
間
目
が
自
習
だ
と
食
堂
に
ご

は
ん
を
食
べ
に
行
っ
て
も
よ
く
、
大
喜
び
で

み
ん
な
で
食
堂
に
行
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
食

後
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。
文
化
祭
や
修
学
旅

行
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
思
い
出
だ
け
ど
、
浮

か
ん
で
く
る
の
は
毎
日
の
学
校
生
活
の
何
気

な
い
ひ
と
コ
マ
だ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
先
ど
ん

な
進
路
で
も
選
べ
て
、
時
間
は
余
る
ほ
ど
あ
っ

て
。
自
由
に
夢
を
描
け
る
幸
せ
。
あ
の
頃
に

も
う
一
度
戻
れ
た
ら
…

卒
業
し
て
、
大
学
、
会
社
…
と
世
界
も
人

脈
も
広
が
っ
て
も
、
も
っ
と
も
気
の
置
け
な

い
の
は
、
や
は
り
、
高
校
時
代
唱
歳
か
ら
ず
っ

と
つ
な
が
っ
て
き
た
友
だ
ち
だ
。
利
害
も
な

に
も
な
く
、
心
を
開
い
て
語
り
合
え
る
、
大

切
な
友
だ
ち
。
深
刻
に
話
し
合
わ
な
く
て
も
、

トー－－－－－

素
敵
な
学
校
に
高
校
３
年
生
鈴
木
千
裕

私
は
豊
中
高
校
が
と
て
も
好
き
で
す
。
歴

史
あ
る
豊
中
高
校
の
卯
周
年
と
い
う
節
目
に

立
ち
会
え
た
こ
と
を
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い

明
日
も
が
ん
ば
ろ
う
！
っ
て
気
持
ち
に
な
れ

る
。

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
多
感
な
高

校
生
が
悩
み
な
が
ら
学
び
、
部
活
動
に
打
ち

込
み
、
友
だ
ち
と
時
を
忘
れ
て
語
り
合
っ
て

き
た
母
校
。
「
教
育
者
の
醍
醐
味
は
、
教
え
子

が
大
臣
に
で
も
宇
宙
飛
行
士
に
で
も
な
れ
る

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
自
分
の
教

え
た
こ
と
が
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
の
が
嬉

し
い
。
」
と
、
担
任
の
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
。
学
び
舎
の
姿
は
変
わ
ら
な
く
と
も
、
そ

こ
か
ら
無
限
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
。

（
毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

私
は
豊
中
高
校
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
生
徒

が
素
直
で
と
て
も
楽
し
い
高
校
生
活
を
送
れ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
体
育
大
会
や
文
化

祭
、
修
学
旅
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
た
び
に
み
ん
な
が
ま
と
ま
っ
て
自
分

た
ち
で
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
何
か
に
向
か
つ

ま
す
。

て
一
所
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
み
ん
な
の
笑

顔
ほ
ど
舷
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

豊
中
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
の
２
年
間
で

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
部
活

に
燃
え
、
勉
強
も
頑
張
り
、
大
切
な
友
達
を

得
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
、
年
で
社
会
は
変
わ
り
、
豊

中
高
校
も
変
わ
っ
て
ゆ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
生
徒
た
ち
が
誇
り
に
思
え
る
素
敵
な
学

校
に
な
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
百

周
年
に
向
け
て
豊
中
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を

豊
中
高
校
前
校
長
高
橋
克
夫

こ
れ
か
ら
大
阪
府
・
大
阪
市
の
統
合
が
進

む
中
で
、
急
ピ
ッ
チ
で
教
育
制
度
の
改
革
が

行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
豊
中
高
校
も
、
変
化

を
先
取
り
し
、
さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
二
十
六
年

度
入
学
者
選
抜
よ
り
、
学
区
制
が
廃
止
さ
れ
、

現
在
の
文
理
学
科
同
様
、
普
通
科
も
府
内
全

域
か
ら
受
験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
普

通
科
が
な
く
な
り
、
す
べ
て
文
理
学
科
だ
け

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
豊
中
中
学
・
高

校
の
歴
史
を
辿
れ
ば
、
地
元
豊
中
市
と
と
も

に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
豊
中
市
民
の
多
く
は
、

豊
中
高
校
を
誇
り
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
将

来
に
わ
た
っ
て
地
元
か
ら
愛
さ
れ
、
信
頼
さ

れ
る
学
校
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。

近
い
将
来
、
豊
中
市
を
中
心
と
し
た
地
域

か
ら
生
徒
が
集
ま
る
中
高
一
貫
校
と
し
て
名

乗
り
を
挙
げ
る
こ
と
は
、
豊
中
高
校
が
さ
ら

に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
中
高
六
年
間
で
、
豊
中

中
学
・
高
校
の
伝
統
で
あ
る
質
実
剛
健
、
協

同
進
取
の
精
神
に
基
づ
い
た
文
武
両
道
を
追

及
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
た
め
の
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
創
立
百
年
の
夢
を
挙
げ
て
み
ま

し
た
。
①
生
徒
の
第
一
志
望
大
学
合
格
率
が

大
阪
府
立
高
校
恥
１
②
中
高
一
貫
校
の
実
現

③
海
外
帰
国
子
女
の
受
入
枠
が
で
き
る
④
高

校
卒
業
後
、
海
外
の
大
学
に
入
学
す
る
生
徒

が
現
れ
る
⑤
在
校
生
が
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
等

に
出
場
・
入
賞
⑥
近
畿
大
会
、
全
国
大
会
、

甲
子
園
等
に
、
以
上
の
ク
ラ
ブ
が
出
場
⑦
国

際
舞
台
で
活
躍
す
る
新
た
な
人
物
が
、
人
以

上
現
れ
る
⑧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
が
な
く
外
部

か
ら
運
動
場
・
校
舎
が
見
え
る
⑨
校
舎
の
建

替
え
⑩
一
億
円
の
寄
付
が
集
ま
る
。

（
２
０
０
８
年
４
月
～
２
０
１
２
年
３
月
校
長
）
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ｌ
も
う
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
就
任
間
も

な
く
の
大
災
害
。
国
家
公
安
委
員
長
と
し

て
の
ご
苦
労
は
大
変
で
し
た
ね
。

本
当
に
大
変
で
し
た
。

国
務
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長
に
就
任

し
た
の
が
１
月
叫
日
。
そ
の
就
任
早
々
の

３
月
ｕ
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
、

即
座
に
警
察
庁
に
警
備
本
部
を
設
置
し
て

連
日
連
夜
の
対
策
に
忙
殺
さ
れ
ま
し
た
。

連
日
、
全
国
か
ら
５
，
０
０
０
名
の
警

察
職
員
と
多
数
の
パ
ト
カ
ー
を
動
員
し
、

被
災
地
３
県
（
岩
手
、
宮
城
、
福
島
）
の
警

察
８
，
０
０
０
名
と
協
力
。

被
災
者
の
救
出
、
救
助
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
（
今
も
続
い
て
い
ま
す
）
、
ご
遺
体

の
検
視
と
身
元
確
認
、
被
災
地
の
通
信
網

の
確
保
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
規
制
と
交

通
整
理
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
う
対
応
、
避
難
所
の
安
全
と
避
難

者
の
相
談
、
物
資
の
輸
送
等
、
様
々
な
活

ロ
・
■
■
０
ｂ
■
Ｆ
日
・
Ｉ
日
日
Ⅱ
●
Ⅱ
．
ｑ
Ⅱ
０
１
０
厘
日
０
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
０
１
０
ｌ
Ｆ
ｐ
‐
０
，
ｐ
Ｌ
０
０
ｌ
ｌ
Ⅱ
，
０
１
８
１
１
１
１
０
口
■
■
■
０
１
凸
■
■
■
Ｉ
■
。
ｑ
・
■

祁
囚
針
路
》

宝
潔

層←

周
期
衆
議
院
曾
中
野
寛
成
さ
ん

ｌ
現
在
は
「
憲
法
調
査
会
」
の
会
長
。
ど
ん

な
こ
と
が
当
面
の
課
題
で
す
か
？

昨
年
９
月
に
内
閣
（
大
臣
）
か
ら
党
に
戻

り
、
さ
っ
そ
く
民
主
党
憲
法
調
査
会
会
長

を
は
じ
め
、
社
会
保
障
と
税
一
体
改
革
調

査
会
の
会
長
代
行
、
税
制
調
査
会
会
長
代

行
（
政
府
税
制
調
査
会
を
兼
務
）
。
今
年
に

入
っ
て
か
ら
行
政
改
革
調
査
会
会
長
も
つ

と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

社
会
保
障
改
革
、
税
制
改
革
、
行
政
改

革
は
い
ず
れ
も
国
民
生
活
、
経
済
、
国
家

財
政
に
か
か
わ
る
重
大
な
課
題
で
す
が
、

憲
法
は
国
家
の
根
幹
や
国
の
仕
組
み
に
か

か
わ
り
ま
す
の
で
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

憲
法
調
査
会
の
当
面
の
課
題
は
、
先
ず

憲
法
改
正
手
続
要
件
（
憲
法
％
条
）
の
整
備

で
す
が
、
そ
の
際
国
民
投
票
の
資
格
を
肥

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

特
に
若
い
警
察
官
や
女
性
警
察
官
を
含

め
て
そ
の
献
身
的
な
活
動
は
多
く
の
被
災

者
の
皆
さ
ん
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
子

ど
も
た
ち
が
「
大
き
く
な
っ
た
ら
警
察
官

に
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
は

感
動
的
で
し
た
。

私
も
た
び
た
び
現
地
を
訪
れ
激
励
す

る
と
と
も
に
、
特
に
厳
し
い
作
業
に
た
ず

さ
わ
っ
た
警
察
官
や
ご
家
族
に
手
紙
を
書

き
、
全
国
の
警
察
が
心
を
一
つ
に
で
き
た

と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
と
被
災
者

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 P
ｌ
「
成
年
の
年
齢
を
把
歳
に
引
き
下
げ
る
」

こ
と
も
大
き
な
テ
Ｉ
マ
と
聞
き
ま
す
。
例

え
ば
豊
高
の
卒
業
式
が
終
っ
た
ら
目
前
の

大
学
受
験
も
あ
る
が
、
選
挙
権
あ
る
年
齢

と
し
て
国
政
に
参
画
す
る
の
だ
ぞ
！
と
な

り
ま
す
ね
。
後
輩
に
ど
ん
な
こ
と
を
期
待

さ
れ
ま
す
か
。

成
年
の
年
齢
を
肥
歳
に
引
き
下
げ
る

た
め
に
は
民
法
や
刑
法
を
は
じ
め
と
し
て

３
０
０
以
上
の
法
令
を
改
正
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
権
利
に
は
新
し
い

義
務
も
伴
い
ま
す
の
で
慎
重
な
検
討
と
議

論
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

国
民
投
票
権
や
公
職
選
挙
法
に
も
と
づ

く
投
票
権
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
が
現
実
的

だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
世
論
調
査
で
は
ま
だ
大
多
数
が
反

対
の
よ
う
で
す
が
、
高
校
に
お
け
る
憲
法

学
習
の
充
実
が
必
要
だ
と
も
考
え
ま
す
。

現
役
豊
高
生
が
ど
う
お
考
え
か
、
お
間

歳
以
上
と
す
る
こ
と
が
現
実
的
に
な
り
そ

う
で
す
。

内
容
的
に
は
新
し
い
人
権
（
環
境
権
・

知
る
権
利
・
ア
ク
セ
ス
権
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
な
ど
）
を
は
じ
め
、
現
在
の
衆
・
参
の

ネ
ジ
レ
に
よ
る
政
治
の
混
乱
と
停
滞
を
受

け
「
二
院
制
」
の
あ
り
方
、
一
票
の
格
差
、

憲
法
裁
判
所
の
設
置
、
大
災
害
や
有
事
の

際
の
国
家
緊
急
権
の
あ
り
方
、
地
方
分
権

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
９
条
（
戦
争
放
棄
）
へ
の
賛
否
が
と

か
く
注
目
を
集
め
ま
す
が
、
む
し
ろ
歴
史

的
な
大
転
換
期
を
迎
え
、
新
し
い
時
代
に

対
応
し
た
統
治
機
構
の
あ
り
方
や
新
し
い

権
利
の
検
討
こ
そ
急
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｉ
そ
も
そ
も
、
中
野
さ
ん
自
身
、
豊
高
時

代
か
ら
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
政
治
家
を
目

指
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

私
は
、
満
４
歳
の
時
、
長
崎
で
原
爆
の

被
害
に
遡
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
自
ら
も

被
爆
し
な
が
ら
治
療
に
専
念
す
る
医
師

に
あ
こ
が
れ
、
避
難
し
た
父
の
田
舎
が
無

医
村
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
当
初
は
医

師
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
学
校
の

ｌ
今
ほ
ど
政
治
の
役
割
の
大
事
な
時
は
な

い
。
な
の
に
政
治
家
は
悪
口
ば
か
り
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
の
た
め
に
政
治
家
を
志

し
た
い
と
い
う
後
輩
た
ち
に
、
先
輩
と
し

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
…
。

国
民
の
生
活
と
国
益
お
よ
び
世
界
平
和

を
守
る
た
め
に
政
治
と
政
治
家
は
重
要
な

使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
世
界
的
に
激
動
と
金
融
経
済
の

危
機
の
中
で
、
日
本
は
東
日
本
大
霞
災
が

加
わ
り
、
政
治
の
役
割
は
一
段
と
重
大
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
昨
今
の
日
本
政
治
は
衆
・
参

の
ネ
ジ
レ
現
象
に
よ
り
極
め
て
効
率
が
低

下
し
、
閉
塞
感
に
つ
つ
ま
れ
政
治
不
信
が

極
限
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
誠
に
残
念
で

す
。
私
も
政
治
家
の
一
人
と
し
て
心
苦
し

い
限
り
で
す
。

し
か
し
こ
の
国
難
を
打
開
す
る
道
は
政

治
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
、
豊
高
生
の
皆
さ
ん
は
自
ら
の

将
来
を
左
右
す
る
政
治
や
経
済
に
関
心
を

も
っ
て
頂
き
、
「
憂
国
の
志
」
を
持
っ
て
国

政
や
地
方
自
治
に
大
い
に
進
出
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

き
し
た
い
も
の
で
す
。

ｌ
先
日
の
「
憶
念
の
記
念
碑
」
除
幕
式
に
出

席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
だ
っ
た
と

は
い
え
、
長
崎
で
原
爆
を
体
験
さ
れ
た
中

野
さ
ん
の
思
い
は
…
。

先
の
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
し
た
が
、

戦
争
で
若
い
生
命
が
絶
た
れ
る
こ
と
は
、

本
人
や
家
族
に
と
っ
て
も
堪
え
が
た
い
こ

と
で
す
し
、
社
会
に
と
っ
て
も
大
き
な
損

失
で
す
。

私
た
ち
の
「
学
び
」
の
究
極
の
目
的
は
、

多
種
多
様
な
「
友
」
を
、
世
界
に
、
歴
史
に
、

自
然
界
に
つ
く
り
、
心
を
豊
か
に
す
る
と

と
も
に
、
平
和
と
繁
栄
の
「
紳
」
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。

素
質
に
恵
ま
れ
た
豊
高
生
の
皆
さ
ん
に

私
は
未
来
を
託
し
ま
す
。
そ
し
て
期
待
し

ま
す
。ど

う
ぞ
同
窓
の
友
を
大
切
に
し
、
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

色
覚
検
査
で
色
覚
異
常
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
医
師
に
な
る
こ
と
が
当
時
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
父
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

父
か
ら
「
戦
争
や
原
爆
を
無
く
す
政
治
家

に
な
れ
。
政
治
家
に
な
れ
ば
こ
の
村
に
も

医
者
を
呼
べ
る
」
と
言
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。

そ
の
た
め
、
豊
高
時
代
に
は
生
徒
会
活

動
を
や
る
と
同
時
に
、
声
を
き
た
え
る
た

め
音
楽
部
に
、
身
体
を
き
た
え
る
た
め
柔

道
部
に
、
話
し
方
を
学
ぶ
た
め
放
送
部
で

活
動
し
、
芸
術
も
書
道
の
選
択
を
し
ま
し

た
。

結
構
、
そ
れ
ら
が
今
も
役
立
っ
て
い
ま

す
よ
。
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豊陵資料室だより，

第20尋”'…ノL

｢クラス特別展｣を終了
展示されなかったクラブのごとども

平
糊
篭
羅
婚
窯
擁
瞳

し
て
き
た
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
す
る
「
特
別
展
」
は
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

増
学
級
に
よ
り
そ
の
教
室
を
正
規
の
授
業
で
使
う
こ

と
に
な
り
、
他
に
余
剰
教
室
を
見
出
せ
な
い
以
上
、
致

し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で

採
り
あ
げ
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
の
関
係
の
方
が
た
に
は
申

し
訳
な
く
思
う
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き

た
い
。学
灘
窪
既
蕊
謎
謹
需

も
し
ば
し
ば
出
場
し
た
体
操
部
。
着
実
な
活
動
を
続
け

て
き
た
卓
球
部
は
豊
高
の
文
武
両
道
の
一
翼
を
担
っ
て

い
た
。文
化
系
ク
ラ
ブ
で
も
多
く
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
し
た
。
豊
中
中
学
時
代
の
「
星
の
会
」
に
起

源
を
持
つ
地
球
物
理
研
や
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
か
ら
始

■｢特別展｣で紹介した部・クラブと企面罵

第1回(平成16年)＝滑空、吹奏楽

アメフット(タッチソフト）

第2回(平成17年)＝送球(ハンド)、薙刀、新聞

第3回(平成18年)＝野球、陸上、鮫歌展」

第4回(平成19年)＝剣道、硬式・軟式庭球、

「松岡藤太郎先生展」

第5回(平成20年)＝バスケット、漫画イラスト、

「高17松下侃立氏似顔絵展｣

第6回(平成21年)＝サッカー、バレーボール

第7回(平成22年)＝バドミントン、柔道、

重量挙(ウエイトリフティング）
ま
っ
た
電
気
物
理
研
。
生
物
研
も
「
虫
の
会
」
以
来
の
伝

統
を
持
ち
、
歴
史
研
、
社
会
科
学
研
、
古
美
術
研
な
ど

と
と
も
に
文
化
祭
で
学
研
部
門
の
評
価
を
高
め
た
。

あ
る
時
期
に
は
演
劇
部
や
Ｅ
Ｓ
Ｓ
、
軽
音
楽
、
落
語

研
な
ど
が
花
形
と
し
て
の
活
躍
も
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は

「
英
語
の
豊
高
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
対
外
的
に
も
評
価

は
一
局
か
つ
た
。

書
道
、
茶
道
な
ど
は
今
も
文
化
祭
の
側
面
を
飾
っ
て

い
る
。
地
味
な
が
ら
縁
の
下
で
豊
高
を
支
え
る
図
書
部

も
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

最
後
に
新
興
の
ダ
ン
ス
部
が
早
く
も
昨
年
全
国
大
会

に
出
場
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
こ
の
稿
を
措
く
。

資
料
室
へ
の
寄
付

▼
中
肥
匿
名
氏

▼
中
お
上
田
雄
一
郎

▼
高
２
浅
井
由
彦
、
高
室
光
博
、
菊
池
洋
二
、

芝
池
博
司
、
青
池
会

▼
高
５
友
園
泰
治

▼
高
９
中
村
好
子

第8回(平成23年)＝ソフトボール、放送、愛鳩、

フェンシング、馬術、

崖術部ポスター」

■｢豊陵資料ヨからのお知らせ

過去10年間｢豊陵資料室｣は原則として月水木の午後開

放しておりましたが、今後必要に応じて開くことになり

ました。何かとご不便をおかけすることもありますがご

了承ください。

なおご覧になられる場合は事前に豊陵会事務局(電話・

FAX06-6849-4973)までご連絡くだされば、特別の場

合を除いてご要望に添えると考えております。

鋼材の電子商取引
営業マンの顔の見えるサイト
hanwa－steeLcom

<商社＞東証・大証一部上嶋

●阪和興業株式会社Foo7woRK7EﾊMWC肌NE7woRKを活かしてHANWACO.,LTD．

17平成24(2012)年4月20日発行



■フオーラム豊高8期が納会
1999年に発足したフォーラムは、多くの同期生がそれぞれの経験と見

識を踏まえて時宜を得たテーマで発表する場であった。中でも多くの同期

生と恩師の出席を得て2003年に京都国際会議場で開いた特別例会は記

憶に残る。その後メンバーの環境も変わったので、2011年5月の第32回

をもって納会とした。（発起人を代表して）山口義

■2011バドミントン部○B○G会
昨年8月末に○B会が行われました。70名近くでの交流ができ、30期代

の○Gも新たに参加いただけるなど縦の繋がりを深めることができました。

12月に行われた豊中市の団体戦に男子2，女子1チームが出て、男子は

1部優勝、3部3位の快挙を成し遂げました。

これからもOBOG現役の交流を通じて縦の繋がりを大切に、そして｢久

しぶりにバドミントンがしたい｣という○B○Gのかたは気軽に連絡をくださ

い。（社会科山本卓也）

■豊陵クラブ(新聞部OB会）11月6日ﾎﾃﾙPﾌｲポﾘー
総会は正午定刻から開催、はじめにこの間に亡くなった会員を追悼して

黙とうを捧げました。

中学23回上田雄一郎さんの発声で乾杯の後、会食、懇談も母校豊中

高校創立90周年記念式典の模様や90周年記念誌の発刊、最近のニュー

ス、話題報告、近況報告と続き、校歌斉唱で幕を閉じました。

信12・山下五十六）

同期会クラブだより

■第15回豊三会(高3)総会11月11日ﾋﾙﾄﾝ大阪
46名が出席して開かれました。2年前の開催以降で19名の物故者があ

り、あまりの多さに驚くばかりです。次回は2年後で、第16回をもって最

後になるかもしれません。なお次回幹事長は浅野洋君です。（川島保春）

■高5期同窓会｢喜寿の集い」11月11日･神戸生田神社会館
64名が出席・神前で健康祈願の御敵いを受けて後パーティに移り、永

年医療に携わってこられた井町恒雄さんからこれからの余命を如何に愉し

く過ごすかのアドバイスを受けた。

40～50年ぶりに再会した人もいるので和会席を食しながら全員自己紹

介を行った。神戸牛のステーキは大好評であった。二次会に移り同窓でも

ある加藤隆久宮司から即興詩の披露があった。福引に続きカラオケに移り

延五時間大いに盛り上がり､お互いの健康を願い戸って散会した。
（前川巌）

■高24期・関東地区同期会のお知らせ

開催日時=平成24年9月29日(±）16時より

▼場所新宿三井クラブ

▼関東地区の方には7月に案内状送付いたします。同期の方にお声か

けの上、ご参加ください。

騨紫灘鳶職孟叩’
■高29｢卒業35周年大同窓劃の予告
日時=2012年11月3日(文化の日)12:30～14:30／

2次会15:00～17:00

▼会場,=ANAクラウンプラザホテル

▼5月下旬にご案内。住所変更などは早めに豊陵会事務局にご連絡く

ださい。

▼出欠の案内は9月頃発送の予定。（幹事=神戸裕子）

豊陵会報VOL.9320



同期会クラブだより
一
一

画面一

qb号守サリ

■｢京大豊陵会｣スタート
1月27日に高28上山信一慶腫義塾大学教授が京都大学未来フォーラム

に講演で来学された折に豊高○Bで上山氏を囲む会をもちました(写真)。

青山秀明教授(高24．理学研究科物理学･宇宙物理専攻)､柴田一成教授(高

25．理学研究科宇宙物理学専攻)をはじめとする京大教員の○Bも5名参加

■野球部○B会総会4月30日ｱｲポﾘｰで
久しく休会していた野球部○B会総会が開かれた。当日は山下達雄大先

輩(中23)から高校53期までの○B、○G計40人が出席。OB会長・岡本

重伸(高11)の挨拶で会は始まった。かつて阪急ブレーブスの球団運営に

携わっておられた山下先輩の昔話に始まり、副会長・明里一孝(高28)が

硬式から軟式野球部への変更を食い止めたエピソードを披露。かつてしご

かれた積年の恨み?はさておき、尊敬、畏怖の念もどこかに置き忘れた？

かのように、和気あいあいと会は盛況のうちに散会した。今後も総会を開

会して○B間の親睦を深め､後輩たちのバックアップに惜しみなく力を貸す。

OBで京大教

こ生徒のオー

ノたが、今後

し、これを機会に豊高との高大連携

員の連絡会｢京大豊陵会｣を組織しま

に協力する目的で、豊高

した｡一昨年･昨年は個別I

プンキヤンパス訪問・PTAの大学見学会にそれぞれ対応しましたが、今後

はSSHおよびGLHSに関連した連携や現役学生との交流も含め、可能な範

囲で対応したいと思います。（高26．鰻業研究科･村上章）OBはマスターズ甲子園大阪府予選を勝ち抜く。同じ豊高グラウンドの土

をなめた者同士､目指すは聖地.甲子園。思いはひとうだ。(敬称略）
（野球部○B会幹事長・高33古野公喜） ■｢高八会｣2012年総会

今年は4月16日(月)午後6時から千里阪急ホテルでZ年に1回の総会

です。斉藤良二先生をはじめ同期生94名が出席の予定です。同日の午後

3時からは25名が母校を訪問し、現在の豊高、豊陵会館、豊陵資料室、

同期の新宮晋君のモニュメント「風と光｣などを訪ねる企画をしています。

翌日には｢万博記念公園｣墳面大滝散詞｢ゴルフ（茨木高原カンツリー倶

楽部)｣｢麻雀大会｣などに集います。

今年から｢後期高齢者?｣に突入します。今後の総会はディナーからラン

チへの転換?を心がけていきたいと思っています。（村下(原田)克利）

■害高剣道部

新卒業生へ｢面手拭寄贈｣について会員の皆様へお願い

豊剣会(剣道部○B-OG会)では、一昨年豊高剣道部の近畿大会出場を

記念して胸いの胴｣を寄贈したところですが､このたび､新規卒業生力曜

剣会会員となることを歓迎し、会員としての意識を持ってもらいたいとの

気持ちから、今後、卒業年次生の部員に｢面手拭J(写真)を贈ることになり

･故榎原武雄氏の揮墓になる｢質ました。デザインは､豊剣会会員で中学9回･故榎原武雄氏の揮墓になるI

実剛圏の書を使わせていただき、紫地に白抜き仕上げとしました。「新

卒業生がこの精神を受け継ぐ人物たれ｣との期待を込めたつもりです。

規

こ

前回に引き続き会員の皆様の協力金をお願いの主旨をお汲み取り頂き、

いたします(面手拭の協力金は1,000円以上でお願いいたします)。

昨年3月25日に豊高剣道場で実施した○B・○Gと現役部員との｢第18

回響剣杯争奪大会jにおいて、第64期生の剣道部員全員に面手拭を贈呈

いたしました。

豊剣杯争奪大会(及びその後の総会･懇親会実施という形)は、本年1月

19日に逝去された豊剣会第二代会長の西村淳一先輩を中心に平成7年か

ら始まったもので、以後中断することなく今回継続できたのも、○B-OG

会員と顧問の先生方・剣道部員たちとの協同の賜物と考えております。

■高33｢燦燦会｣、卒業30周年の総会10月9日ｱｲﾎ゙ ﾘー

卒業470人のうち、

山本(敬称略)の4人の

アスリート、白髪頭の

200人を超える卒業生が出席。吉田、清水、西堀、

恩師の先生方も出席。すっかり体型が丸くなった元

昔のイケメン、高校時代と全く変わらぬ女バスのお

(豊剣会会長・高16大芝信雄）姉様…。昔話に花が咲き、ハンド部・井角君作成のスライドショーや、在

学当時の制服、新装なった現在の制服を33期生が纏った｢制服ショーjなど

豊剣会職
qgJ

で、記念パーティーは2時間以上にわたって盛り上がった。
1

33期同窓会を膝燦会｣としようと提案が承認された。「33期｣にちなみ、

まもなく50歳の節目を迎える仲間たちがにれから先の人生も、太陽の光

が燦々と降り注ぐように、輝いて行こう｣という思いがこめられている。5
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年後、10年後にも｢燦燦会｣の同窓会を開こうと決まったが、昨秋以降、

大阪･東京で頻繁にプチ同窓会が開かれている。「燦燦会｣の仲間の結束

の固さがさらに深まっていることは間違いない。（古野公喜）

21平成24(2012)年4月20日発行
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豊陸山歩

「豊陵山歩｣は豊陵会レク鱒γ,警雷室震覇眠誕昏計

レーション活動から発展した｢山歩き｣の会です。

▼これからの予定5月5日(土)六甲▽6月2日(土)鎌ケ岳▽7月7

日(±)金剛山▽8月25～27日未定▽9月1日(土)箕ノ裏岳▽10月

6．7日大山▽11月4日(日)三輪山▽12月1日(土)三岳▽平成25年1

月6日(日)生駒山～十三峠▽2月2日(±)高森山▽3月2日(土)竜門岳

▽4月7日(日)住塚山。

日程・行き先を変更することがあります。豊陵会のホームページ

をご覧ください。集合は8，10月を除いて、原則阪急豊中駅前8時。

運営費一回200円。問い合わせ=大久保、中村(9期)芳野(12期)震

瀬(17期)まで。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

去年の記録6月4日(土)兜・鎧岳=急な登りの山道。距離は短いが汗が

ふきでる山行だった．くだりも注意しながらきつい坂を下りた。下から見

ると鎧のような山塊と兜の形の山。

夏山は月山、お花畑の豊富なきれいな山でした。9月の男体山は大雨で、

10月に延期、東京から川島格さん(11期)と大原貞雄さん(17期)と紅葉を

楽しみました。（大久保）

■高21F組。京都南禅寺畔の｢八千代｣で
還暦宿泊クラス会

懐かしい24名が出席。担任の引野秀夫先生、北海道、関東甲信越、台

湾からの遠来組12名を含めての24名。午後4時半からの宴会はあっと言

う間に9時を回り、16名が宿泊。楽しい語らいが深夜まで続いた。F組は

豊高文化祭史上初のクラス参加で修学旅行紙｢東北路｣を発表｡今回復刻版

｢東北路｣にて全員の近況報告を掲載し配布した。（加堂裕規）

｢田んぼのアトリエ｣(風の彫刻展)盛況に終了
高8の彫刻家新宮晋さんが企画した｢田んぽのアトリエ(風の彫

刻展)｣が、昨年6月11日から9月25日の期間、三田で開催されま

した。テレビや新聞でたびたび紹介されましたので、行かれた方も

多かったと思います。

フィナーレは、秋の田んぽのなか、風の妖精達のパレードやジャ

ズコンサートも催され、参加者は稲刈りに参加したり、作品やかか

しを鑑賞したり、楽しい秋の一日を過ごしました。期間中会場を賑

わした50本の尻気のぼり｣は、宮城県美術館へ送られ、東北の空で

元気に泳いでくれるそうです。自然との共生を感じさせられたイベ

ントでした。（高16相馬康宏）

養雪口諮繍緬驚総垣難烹蝋
駐在時の感想､その後の人との結びつきを描いたエッセイ。

■｢設計力こそが品質を決める＝デンソー品質を支えるもう一つの力=」（高22

寺倉修著、日刊工業新聞社、2200円、11年7月刊）「設計力｣とは何か、

それを製品に結びつける｢設計者｣の技璽について体験をもとに､そのポイン

トを伝える。

ぜひ参加しませんか1－

豊陵会の各活動部会は｢－度手伝ってみようか!」と手を挙げてくださる

部会員を募集中です。お好きな部会に名乗り出てみませんか？

■陰陵会報j部会年1回の発行になりましたが取材･制作活動は年間ずっ

と続いています。

・パソコン・メールができる方は自宅との送受信で｢自宅参加｣も可能。

・母校内の事務局でワイガヤの編集作業は年齢を問わ或鋤0の楽しさ十分です。

■豊陵資料室開設10年を迎えました。新しい資料の計画的収集。3,000

点を超える資料の整備、「展示室｣の整頓・清掃、来館者の案内…。地味

ながらも大事な役目を果たします。

■IT部会塑陵会報の事務システムの充実、ホームページの管理運営侭

1Tに興味のある会員大歓迎です。

▼ご照会は豊陵会報事務局まで。月水金10時～15時にご連絡ください。

電話・FAX06-6849-4973

メールoffice@houryou.org
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職鰯瑳凱踊必｜
公益社ご葬儀相談センター公益社千里会館公益社豊中会館

熟嘉鯛曇照恩妙鰯撫震
豊陵会報VOL.9322

まどころ葬儀を創造する。

吟公益社
Iく○EIくISHA

●監査役く社外〉森野寅彦(高10期）

●専務執行役員中島守（高22期）



-q=編集部会からお知らせとお願い=，ー

ー」

｢豊陵会報｣の誌面を刷新しました

雑誌スタイルで全面カラー化

豊陵会報は本号から、ご覧のとおり体裁・内容ともに大きく変

身しました。

本号へのご感想ご意見などをたくさんお寄せください。試行錯

誤を続けながらヨリ良い内容を目ざしてゆきます。

■｢豊陵会協力金｣に引き続きご協力を

年1回発行になって会員の皆さんとの｢対面｣力沙なくなった分、協力

金の収入が減少することを私どもは心配しています。

「豊陵会報｣には45年間以上にわたり、年2回の発行を通じて会員の

皆さまと対面し、印刷・発行の財源、ひいては豊陵会運営財源にも寄

与してきた歴史があります。協力金に対して発行回数の変更に関係なく

ご理解とご支援とをお願いします。協力いただいた会員氏名は従来通

り掲載してお礼に代えます。

なお直接の振込送金のほかに｢年間3千円の自動引落し制度｣(｢かつ・

かいしゅう'J)があります。豊陵会事務局にお問合せください。

■｢会員名簿｣勧誘で事務局からのお知らせ

豊陵会の皆さまから｢卒業生名簿を作るので住所などの返信回答を｣｢予

約申し込みを｣といった郵便が来ている、との照会があります。当豊陵会

とは何の関係もありませんのでお知らせします。豊陵会は｢会員名簿｣の発

行作業を外部に依頼することはありません。

編集後記
2人の新メンバーが加わり編集部会も新装開店で第93号ができま

した。とくに感謝したいのは｢時間がないので！」と締切りを急ぐ私

たちに関係の皆さんが協力くださって、例年の4月20日発行に間に

あったことです▼本号は新装開店の第1号。会員各位のご意見・提

案をもとに｢新しい革袋に新しい酒｣をいっぱい詰め込みたい、と

願っています。(G)

編集発行豊陵会報編集部大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内

発行人永田武全

〒560-0011豊中市上野西2丁目5番12号

0(06)6849-4973(FAX.兼用）

ホームページhttp://www.houryou.org
メールアドレスoffice@houryou.orgまたはkaihou@houryou.org

印刷株式会社匿済堂

会員数（2012年3月1日現在）

総数30‘394人高校27,878人

中学1,839人旧職員482人

併中118人現職員77人

会報発行部数

発行部数23,000部

会員発送数21,300部

学校配布1.100部

大阪ガス指定工事会社

大阪ガス住宅設備機器特約店

ライフラインを支える組織、アメニテイを創造する

中井エンジニアリング株式会社

中井梅雄（高7期）

23平成24(2012)年4月20日発行

■ニュースや原稿は編集部専用メールアドレスに

豊陵会報編集部kaihou@houryou.org

会報編集部あての原稿・写真、照会などは編集部専用のメールアド

レスにお送りください。担当者は常駐でないので連絡・返事力握くなる

ことがあります。

郵送･ファクスによる投稿ももちろん大歓迎です。

▼同期会・クラス会・クラブ○B会のニュース=本号20ページを参考

にしてください。写真つき･字数は原則として250字まで。卒業期・

開催日・会場・投稿者氏名が必要です。

▼｢ひと｣欄の情報=会員の叙勲・慶弔など、身近な情報をお知らせく

ださい。

■編集部会の新メンバー

担当副会長=高15越智克司。委員=高8神保雅明(部会長)、

高3妹尾景行(副部会長)、高9大久保孝､高9南野陽子､高29姥名美佳、

高37南里吉彦、高15丸山幸夫(IT部会長)、高13中尾寛次(事務局長）

▼編集メンバー募集中！楽しく作る豊陵会報。ご連絡ください。

■本号から題字が変りました

秀島保雄さんの書です

豊陵会報の誌面刷新を機会に題字も変りました。書家で昭和45年

(1970)から平成3年まで母校で書道を担当された秀島保雄(号･踏波）

さんにお願いしました。これまでの題字と同じ作者です。

作者の言葉伝統校の同窓会にふさわしい重厚さの中にも藻とした

ものを表現しようと努めました。かつての生徒のみなさんが立派な

社会人として活離されており、私も大変嬉しく思っております。豊

陵会の益々のご発展を祈っています。

且」

~日1

●創立90年記念誌●

見て‘懐かしく、読んで90年を改めて知る1

昨年秋の創立90周年に刊行されました。

｡百周年につなぐ最近の資料を丁寧に満載。

創立90周年記念誌1,000円

･絵葉書は90年前の校舎写真、今の学校風景など

10枚セット500円

お申込み照会は豊陵会事務局まで

電話・FAX06-6849-4973

メールoffice@houryou.org

オールカラーA4版9bページ

絵葉書とセットで1,500円

販売中

信頼と技術

⑧望月隻設株式会社
〒530-0015

本社大阪市北区中崎西2丁目3番12号

TEL06(6375)2345(代表）

代表取締役会長望月靖允(高7期）

t

｢日



2010年12月IGospelChristmasConcert(第32回なにわブラック･ペツパーズ公演)より
一

喜麗護らご案内「
－

日時平成24年5月2ﾌ日（日)11時開会(受付10時15分~）
会場ホテルアイボリー3階ｵｰｷｯドﾎｰﾙ
（阪急豊中駅前・電話06-6849-1111）

会費6,000円

●同ホテルでの二次会の企画(会費2,000円)については､事務局にご相談ください。
皆様お誘い合わせの上、ご出席をお待ちしております。

ゴスペル・クワイア・ディレクター橋本エミ

豊中高校34期卒業、関西大学社会学部でミュージック・セラピーを研究。米国ボストンの音楽

大学でボーカル・パフォーマンス、ゴスペル、作編曲を学ぶ。米国の多くのクワイアと交流し、

本場のゴスペルを日本に紹介。1994年に自らのクワイアを結成し、ゴスペルコンテストにてグラ

ンプリ受賞多数。

なにわブラック・ペッパーズ

1994年11月結成。アフロ・ｱﾒﾘｶﾝｽﾀｲﾙのクワイア（聖歌隊)としては日本で草分け的グ

ループの一つ。年2回の定期公演の他、各地イベントに出演。第4回定期公演で｢大阪市舞台

芸術奨励賞｣を受賞、98.8大阪ブルーノート「ゴスペル・コンペテイーション｣でグランプリなど

受賞多数。来日ゴスペル・シンガーとの共演も多い。毎年、ニューヨークやシカゴの教会と交

流し､肌で感じた感動を伝えようと､活動を続けている。（高39期加藤真理子さんはここに所属、

出演されます）

●2012年総会に出席される方は、この用紙で下記事項
を明記の上、できるだけ｢ファクス｣または｢メール｣で
お返事ください。※｢出席はがき｣は、作っていません。

｢豊陵会総会｣の寄贈品提供のお願いご出席いただいた会員にとって会場でのオーク

ション．販売等は大きな楽しみです。つきましては、会員皆様に是非とも一品でも多く寄贈

品提供にご理解をいただき、ご協力をお願いいたします。

寄贈品は総会当日朝まで受付させて頂きますが、準備の都合上出来るだけ5月23日（水）

までに事務局必着でお願いいたします。

宗宗文部総会は6月23日(土）肇士会館で

中部支部総会は11月17日(士）名商グリルで

送信先FAX番号06-6849-49フヨ
･呼び出し音が聞こえたらスタートボタンを押してください。

メールアドレスo什ice@houryouoorg

2012年豊陵会総会に
出席します

(↓該当箇所に､/を入れてください）

口中学（）回生

口高校（）期生

口併中

口旧職員

口現職員

会員コード番号

氏名 (旧姓

メールアドレス

）

(出席の申込みは5月9日(水)までにお願いします）

－－

街並みや環境との調和を図りつつ、

さらに安全で快適な事業用空間の提供を目指しています。

'''二京阪神ビﾙデｨﾝグ株式会社
〒541-0048大阪市中央区瓦町四丁目2番14号

TEL;06-6202-7331

取締役会長永田武全（高校15期）

、

‐

。


